
号

令和 6 年 10 月 1 日

殿

和　田　隆　志

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○

○

（注）

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環器疾
患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科９感染症内科

診療実績

金大第2024－1110

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

国立大学法人金沢大学附属病院の業務に関する報告について

内科 有

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人金沢大学長

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50
号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和５年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入するこ
と。

住所

氏名

〒920-1192　石川県金沢市角間町

国立大学法人金沢大学

国立大学法人金沢大学附属病院

神経内科、内分泌内科、代謝内科で提供される医療は、他の診療科で提供している

〒920-8641　石川県金沢市宝町13番1号

電話（　076　　）　265　－　2000　　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、その
診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

（様式第10）



（2）外科

○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

胃腸外科

肝臓・胆のう・
膵臓・移植外科

腫瘍外科 病理診断科 リハビリテーション科

内分泌・代謝内科 腫瘍内科 脳神経内科 形成外科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名として「歯
科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

消化器外科、心臓外科、血管外科、内分泌外科で提供される医療は、他の診療科で提供している。

１精神科 2小児科

2消化器外科

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外科」
「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること
（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ
と）。

外科

３乳腺外科

有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

標榜している診療科名について記入すること。



５　病床数

６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

394 131 486.9 29 0

14 8 20.1 15 61

53 2 54.5 6 2

0 0 0 10 0

24 0 24 0 0

888 8 892.3 19 8

0 0 0 0 19

2 0 2 1 130

9 1 9.7 45 29

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 6 年 4 月 1 日

看護師 医療社会事業従事者

一般 合計

助産師

792 830

精神 感染症 結核 療養

臨床工学士

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

38

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞれの員数
の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

62

42

8

20

8

15

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 14

合計

11

11

30

8

19

17

2

267

耳鼻咽喉科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員数の
合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　　吉崎　智一　　　　　　　　　　　　　　）任命年月日

令和６年度年度から医療安全管理委員会の委員長として出席している。



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

22 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

523 ㎡ （主な設備）

111 ㎡ （主な設備）

108 ㎡ （主な設備）

134 ㎡ （主な設備）

674 ㎡ （主な設備）

267 ㎡ 室数 室 人

166 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

歯科等以外 歯科等 合計

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

570.6

1424.5

6.3

63.0

576.9

1487.6

1548.9

143

4

20

340

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ以外
の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記入す
ること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入すること。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条の二
の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
462

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

床面積

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

73

免疫発光測定装置、全自動免疫測定装置、ディスクリート方
式臨床化学自動分析装置、検体前処理装置、蛋白分画電気
泳動分析装置、免疫比濁測定装置、全自動電気泳動分析装
置、迅速糖尿病生理機能検査装置、迅速糖化診断生理機能
検査装置、自動浸透圧分析装置、乾式臨床化学分析装置、
自動化学分析装置、大腸生理機能予備検査装置、総合生理
機能検査前輸血支援システム、赤血球沈降速度測定装置、
汎用血液ガス分析装置、血液検査システム、呼気中13CO2分
析装置、臨床検査支援システム、恒温器、血液検査装置、心
疾患関連マーカー自動測定器システム、遠心機、蒸留水製造
装置、尿化学分析装置、顕微鏡、精子特性分析機、マルチカ
ラーフローサイトメトリー

血液培養装置、同定・薬剤感受性パネル自動測定装置、
全自動細菌検査システム、クリーンベンチ、サーマルサイク
ラー、結核菌迅速診断装置、マイクロチップ電気泳動システ
ム、嫌気ワークステーション、全自動遺伝子解析システム、遺
伝子解析装置、恒温器、炭酸ガス培養装置、遠心機、乾熱滅
菌器、高圧滅菌器、純水製造装置、顕微鏡、質量分析装置

床面積

共用する室名

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

2

収容定員

蔵書数

300

4,400

病床数 27347

17

全自動免疫染色装置、自動固定包埋装置、自動染色装置

無影灯、解剖台、計量器

血液ガス分析装置、マイクロプレートリーダー、超低温フリー
ザー、バイオハザード対象用キャビネット、遠心分離機、イン
キュベーター、高速タンパクブロッティングシステム、オートク
レーブ、クリーンベンチ、顕微鏡、蛍光実体顕微鏡、薬用冷凍
冷蔵庫、低温冷凍庫、ドラフト

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

1



11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人
（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

本院のWebサイトに掲載している。

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

麻生　小夜 金沢あおば法律事務所

弁護士として法律に関
する専門知識に基づ
き、業務を行っているた
め

1

和田　真由美
血液疾患の患者の会
「萌の会」

「萌の会」の代表として
活動しており、医療を受
ける立場から意見を述
べることができるため

2

利害
関係

委員の要件
該当状況

森岡　浩一
福井大学医学部
附属病院

医療安全管理部長とし
て医療安全に関する業
務に従事しているため

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

算出
根拠

紹介率 85.7 逆紹介率 95.9

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

12,047

14,633

1,025

15,245



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0人

0人

0人

0人

0人

0

0人

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0人

0人

0人

6人

2人

0人

0人

6

8人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

腹腔鏡下センチネルリンパ節生検

術後のカペシタビン内服投与及びオキサリプラチン静脈内投与の併用療法

陽子線治療

糞便微生物叢移植

アモキシシリン、ホスホマイシン及びメトロニダゾール経口投与並びに同種糞便微生物叢移植の併用療法

術前のゲムシタビン静脈内投与及びナブ―パクリタキセル静脈内投与の併用療法

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 パクリタキセル腹腔内投与及び静脈内投与並びにS-1内服併用療法 取扱患者数 0

当該医療技術の概要

腹膜播種陽性または腹腔細胞診陽性の胃癌症例を対象として、S-1＋パクリタキセル経静脈・腹腔内併用療法の安全性と

有効性を評価する。

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 1

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 1 61 自己免疫性溶血性貧血 2
2 筋萎縮性側索硬化症 12 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 5
3 脊髄性筋萎縮症 2 63 特発性血小板減少性紫斑病 40
4 原発性側索硬化症 1 64 血栓性血小板減少性紫斑病 0
5 進行性核上性麻痺 13 65 原発性免疫不全症候群 18
6 パーキンソン病 67 66 IgＡ 腎症 26
7 大脳皮質基底核変性症 5 67 多発性嚢胞腎 18
8 ハンチントン病 0 68 黄色靱帯骨化症 17
9 神経有棘赤血球症 0 69 後縦靱帯骨化症 60
10 シャルコー・マリー・トゥース病 1 70 広範脊柱管狭窄症 3
11 重症筋無力症 81 71 特発性大腿骨頭壊死症 47
12 先天性筋無力症候群 0 72 下垂体性ADH分泌異常症 20
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 49 73 下垂体性TSH分泌亢進症 2

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運
動ニューロパチー

16 74 下垂体性PRL分泌亢進症 7

15 封入体筋炎 2 75 クッシング病 4
16 クロウ・深瀬症候群 1 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
17 多系統萎縮症 6 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 21
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 17 78 下垂体前葉機能低下症 65
19 ライソゾーム病 12 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 4
20 副腎白質ジストロフィー 1 80 甲状腺ホルモン不応症 0
21 ミトコンドリア病 5 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 8
22 もやもや病 30 82 先天性副腎低形成症 0
23 プリオン病 0 83 アジソン病 2
24 亜急性硬化性全脳炎 1 84 サルコイドーシス 88
25 進行性多巣性白質脳症 0 85 特発性間質性肺炎 48
26 HTLV-1関連脊髄症 0 86 肺動脈性肺高血圧症 21
27 特発性基底核石灰化症 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
28 全身性アミロイドーシス 48 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 30
29 ウルリッヒ病 0 89 リンパ脈管筋腫症 5
30 遠位型ミオパチー 0 90 網膜色素変性症 8
31 ベスレムミオパチー 0 91 バッド・キアリ症候群 2
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 92 特発性門脈圧亢進症 3
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 93 原発性胆汁性胆管炎 56
34 神経線維腫症 19 94 原発性硬化性胆管炎 12
35 天疱瘡 16 95 自己免疫性肝炎 28
36 表皮水疱症 2 96 クローン病 145
37 膿疱性乾癬（汎発型） 8 97 潰瘍性大腸炎 162
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 2 98 好酸球性消化管疾患 3
39 中毒性表皮壊死症 0 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0
40 高安動脈炎 21 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
41 巨細胞性動脈炎 12 101 腸管神経節細胞僅少症 0
42 結節性多発動脈炎 17 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
43 顕微鏡的多発血管炎 21 103 CFC症候群 0
44 多発血管炎性肉芽腫症 11 104 コステロ症候群 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 19 105 チャージ症候群 1
46 悪性関節リウマチ 12 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0
47 バージャー病 6 107 若年性特発性関節炎 7
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 4 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 267 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 170 110 ブラウ症候群 0
51 全身性強皮症 333 111 先天性ミオパチー 2
52 混合性結合組織病 40 112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0
53 シェーグレン症候群 52 113 筋ジストロフィー 2
54 成人スチル病 26 114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 4 115 遺伝性周期性四肢麻痺 1
56 ベーチェット病 60 116 アトピー性脊髄炎 0
57 特発性拡張型心筋症 38 117 脊髄空洞症 1
58 肥大型心筋症 23 118 脊髄髄膜瘤 1

高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）



59 拘束型心筋症 0 119 アイザックス症候群 0
60 再生不良性貧血 67 120 遺伝性ジストニア 0

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
121 神経フェリチン症 0 181 クルーゾン症候群 0
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 182 アペール症候群 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性白
質脳症

0 183 ファイファー症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性
脳動脈症

1 184 アントレー・ビクスラー症候群 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びま
ん性白質脳症

0 185 コフィン・シリス症候群 0

126 ペリー症候群 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 0 187 歌舞伎症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 188 多脾症候群 1
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 189 無脾症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 190 鰓耳腎症候群 0
131 アレキサンダー病 0 191 ウェルナー症候群 1
132 先天性核上性球麻痺 0 192 コケイン症候群 0
133 メビウス症候群 0 193 プラダー・ウィリ症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 194 ソトス症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 195 ヌーナン症候群 0
136 片側巨脳症 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 197 １p36欠失症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 198 ４p欠失症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 199 ５p欠失症候群 0
140 ドラベ症候群 1 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 201 アンジェルマン症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 202 スミス・マギニス症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 203 22q11.2欠失症候群 1
144 レノックス・ガストー症候群 0 204 エマヌエル症候群 0
145 ウエスト症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
146 大田原症候群 1 206 脆弱X症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 1 207 総動脈幹遺残症 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 208 修正大血管転位症 1
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 209 完全大血管転位症 0
150 環状20番染色体症候群 0 210 単心室症 1
151 ラスムッセン脳炎 0 211 左心低形成症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 212 三尖弁閉鎖症 2
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん
性脳症

0 214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 215 ファロー四徴症 0
156 レット症候群 0 216 両大血管右室起始症 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 217 エプスタイン病 0
158 結節性硬化症 1 218 アルポート症候群 0
159 色素性乾皮症 0 219 ギャロウェイ・モワト症候群 0
160 先天性魚鱗癬 1 220 急速進行性糸球体腎炎 2
161 家族性良性慢性天疱瘡 0 221 抗糸球体基底膜腎炎 0
162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 20 222 一次性ネフローゼ症候群 24
163 特発性後天性全身性無汗症 7 223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 0
164 眼皮膚白皮症 0 224 紫斑病性腎炎 4
165 肥厚性皮膚骨膜症 0 225 先天性腎性尿崩症 0
166 弾性線維性仮性黄色腫 1 226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 4
167 マルファン症候群 9 227 オスラー病 3
168 エーラス・ダンロス症候群 5 228 閉塞性細気管支炎 0
169 メンケス病 0 229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 0
170 オクシピタル・ホーン症候群 0 230 肺胞低換気症候群 0
171 ウィルソン病 3 231 α1－アンチトリプシン欠乏症 1
172 低ホスファターゼ症 0 232 カーニー複合 0
173 VATER症候群 0 233 ウォルフラム症候群 0

174 那須・ハコラ病 0 234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ
フィーを除く。）

0

175 ウィーバー症候群 0 235 副甲状腺機能低下症 0
176 コフィン・ローリー症候群 0 236 偽性副甲状腺機能低下症 0



177 ジュベール症候群関連疾患 0 237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0
178 モワット・ウィルソン症候群 0 238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 5
179 ウィリアムズ症候群 1 239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0
180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0 240 フェニルケトン尿症 0

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
241 高チロシン血症1型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0

242 高チロシン血症2型 0 291
ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸
型）

0

243 高チロシン血症3型 0 292 総排泄腔外反症 0
244 メープルシロップ尿症 0 293 総排泄腔遺残 0
245 プロピオン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
246 メチルマロン酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
247 イソ吉草酸血症 0 296 胆道閉鎖症 1
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 297 アラジール症候群 0
249 グルタル酸血症1型 0 298 遺伝性膵炎 0
250 グルタル酸血症2型 0 299 嚢胞性線維症 0
251 尿素サイクル異常症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 22
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 301 黄斑ジストロフィー 0
253 先天性葉酸吸収不全 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
254 ポルフィリン症 1 303 アッシャー症候群 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
256 筋型糖原病 0 305 遅発性内リンパ水腫 0
257 肝型糖原病 0 306 好酸球性副鼻腔炎 28

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス
フェラーゼ欠損症

0 307 カナバン病 0

259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ
ラーゼ欠損症

0 308 進行性白質脳症 0

260 シトステロール血症 2 309 進行性ミオクローヌスてんかん 0
261 タンジール病 1 310 先天異常症候群 0
262 原発性高カイロミクロン血症 1 311 先天性三尖弁狭窄症 0
263 脳腱黄色腫症 0 312 先天性僧帽弁狭窄症 0
264 無βリポタンパク血症 0 313 先天性肺静脈狭窄症 0
265 脂肪萎縮症 2 314 左肺動脈右肺動脈起始症 0

266 家族性地中海熱 3 315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ
ＭＸ１Ｂ関連腎症

1

267 高ＩｇＤ症候群 0 316 カルニチン回路異常症 0
268 中條・西村症候群 0 317 三頭酵素欠損症 0

269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク
ネ症候群

1 318 シトリン欠損症 0

270 慢性再発性多発性骨髄炎 0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

271 強直性脊椎炎 28 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー
ル（GPI）欠損症

0

272 進行性骨化性線維異形成症 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
274 骨形成不全症 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
275 タナトフォリック骨異形成症 0 324 メチルグルタコン酸尿症 0
276 軟骨無形成症 1 325 遺伝性自己炎症疾患 0
277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0 326 大理石骨病 0

278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0 327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも
のに限る。）

3

279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病
変）

1 328 前眼部形成異常 1

280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0 329 無虹彩症 1
281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 1 330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症 0
282 先天性赤血球形成異常性貧血 0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 8
283 後天性赤芽球癆 3 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0
285 ファンコニ貧血 0 334 脳クレアチン欠乏症候群 0
286 遺伝性鉄芽球性貧血 0 335 ネフロン癆 0
287 エプスタイン症候群 0 336 家族性低βリポタンパク血症１（ホモ接合体） 0
288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 0 337 ホモシスチン尿症 0
289 クロンカイト・カナダ症候群 0 338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0

疾患数 132
合計患者数（人） 2828

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・医療ＤＸ推進体制整備加算 　・感染対策向上加算の注２に規定する指導強化加算

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料 　・患者サポート体制充実加算

　・歯科外来診療医療安全対策加算２ 　・重症患者初期支援充実加算

　・歯科外来診療感染対策加算４ 　・報告書管理体制加算

　・歯科診療特別対応連携加算 　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・特定機能病院入院基本料（一般病棟） 　・ハイリスク妊娠管理加算

　・特定機能病院入院基本料（精神病棟） 　・ハイリスク分娩管理加算

　・救急医療管理加算 　・術後疼痛管理チーム加算

　・超急性期脳卒中加算 　・後発医薬品使用体制加算３

　・診療録管理体制加算１ 　・バイオ後続品使用体制加算

　・医師事務作業補助体制加算１ 　　30対1 　・病棟薬剤業務実施加算１

　・急性期看護補助体制加算　25対１，夜間100対1急性期看護補助体制加
算，夜間看護体制加算，看護補助体制充実加算

　・病棟薬剤業務実施加算２

　・看護職員夜間配置加算　12対１ 　・データ提出加算

　・療養環境加算 　・入退院支援加算1

　・重症者等療養環境特別加算 　・入院時支援加算

　・無菌治療室管理加算１，2 　・地域連携診療計画加算

　・放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による
場合）

　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・緩和ケア診療加算 　・精神疾患診療体制加算

　・精神科応急入院施設管理加算 　・精神科急性期医師配置加算

　・精神病棟入院時医学管理加算 　・排尿自立支援加算

　・精神科身体合併症管理加算 　・地域医療体制確保加算

　・精神科リエゾンチーム加算 　・地域歯科診療支援病院入院加算

　・摂食障害入院医療管理加算 　・特定集中治療室管理料２

　・栄養サポートチーム加算
　・特定集中治療室管理料の注１に規定する算定上限日数に
関する基準

　・医療安全対策加算１ 　・早期栄養介入管理加算

　・感染対策向上加算１ 　・早期離床・リハビリテーション加算

（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・新生児特定集中治療室管理料２ 　・

　・総合周産期特定集中治療室管理料
　１．母体・胎児集中治療室管理料

　・

　・新生児治療回復室入院医療管理料 　・

　・小児入院医療管理料２ 　・

　・小児入院医療管理料の注５に掲げる無菌治療管理加算１ 　・

　・小児入院医療管理料の注５に掲げる無菌治療管理加算２ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・外来栄養食事指導料（注３に掲げるがん専門管理栄養士
が栄養食事指導を行う場合）

　・がん治療連携計画策定料

　・遠隔モニタリング加算（ペースメーカー指導管理料） 　・外来排尿自立指導料

　・糖尿病合併症管理料 　・肝炎インターフェロン治療計画料

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・プログラム医療機器等指導管理料

　・がん患者指導管理料イ 　・高血圧症治療補助アプリを用いる場合の届出

　・がん患者指導管理料ロ 　・薬剤管理指導料

　・がん患者指導管理料ハ 　・医薬品安全性情報等管理体制加算

　・外来緩和ケア管理料 　・検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後) 　・医療機器安全管理料１

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） 　・医療機器安全管理料２

　・造血幹細胞移植後患者指導管理料 　・医療機器安全管理料（歯科）

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・歯科治療時医療管理料

　・高度腎機能障害患者指導加算 　・救急搬送診療料の注４に規定する重症患者搬送加算

　・乳腺炎重症化予防・ケア指導料 　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

　・婦人科特定疾患治療管理料 　・在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

　・腎代替療法指導管理料
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）

　・一般不妊治療管理料 　・皮下連続式グルコース測定

　・二次性骨折予防継続管理料１
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

　・二次性骨折予防継続管理料３ 　・持続血糖測定器加算

　・下肢創傷処置管理料 　・遺伝学的検査の注１に規定する施設基準

　・院内トリアージ実施料 　・染色体検査の注２に規定する基準

　・外来放射線照射診療料 　・骨髄微小残存病変量測定

　・外来腫瘍化学療法診療料１ 　・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

　・連携充実加算（外来腫瘍化学療法診療料） 　・腫瘍細胞を検体とするもの

　・外来腫瘍化学療法診療料の注9に規定するがん薬物療法
体制充実加算

　・血液を検体とするもの

　・ニコチン依存症管理料 　・がんゲノムプロファイリング検査

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・先天性代謝異常症検査 　・口腔細菌定量検査

　・抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体 　・有床義歯咀嚼機能検査１のロ及び咀嚼能力検査

　・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査） 　・有床義歯咀嚼機能検査２のロ及び咬合圧検査

　・抗ＨＬＡ抗体（抗体特異性同定検査） 　・画像診断管理加算4

　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

　・遠隔画像診断

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（ＳＡＲＳ－ＣｏＶ－２核
酸検出を含まないもの）

　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（髄液） 　・冠動脈ＣＴ撮影加算

　・検体検査管理加算（Ⅳ） 　・血流予備量比コンピューター断層撮影

　・国際標準検査管理加算 　・心臓ＭＲＩ撮影加算

　・遺伝カウンセリング加算 　・乳房ＭＲＩ撮影加算

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算 　・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・頭部ＭＲＩ撮影加算

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・全身ＭＲＩ撮影加算

　・胎児心エコー法 　・肝エラストグラフィ加算

　・ヘッドアップティルト試験 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・人工膵臓検査、人工膵臓療法 　・外来化学療法加算１

　・長期継続頭蓋内脳波検査 　・無菌製剤処理料

　・神経学的検査 　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

　・補聴器適合検査 　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

　・黄斑局所網膜電図 　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・全視野精密網膜電図 　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・ロービジョン検査判断料 　・がん患者リハビリテーション料

　・小児食物アレルギー負荷検査 　・歯科口腔リハビリテーション料２

　・内服・点滴誘発試験
　・通院・在宅精神療法の注８に規定する療養生活継続支援
加算

　・頸静脈的肝生検
　・通院・在宅精神療法の注１１に規定する早期診療体制充実
加算

　・経気管支凍結生検法 　・救急患者精神科継続支援料

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・認知療法・認知行動療法1 　・角結膜悪性腫瘍切除術

　・精神科作業療法 　・角膜移植術（内皮移植加算）

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・羊膜移植術

　・医療保護入院等診療料
　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・エタノールの局所注入（甲状腺に対するもの）
　・緑内障手術（緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水
晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

　・人工腎臓　　　慢性維持透析を行った場合１ 　・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））

　・導入期加算３及び腎代替療法実績加算 　・網膜再建術

　・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算 　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

　・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖
尿病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

　・人工中耳植込術

　・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法
　・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込術、植込
型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

　・ストーマ合併症加算
　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経鼻内視
鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うものに限る。）

　・歯科技工士連携加算１及び光学印象歯科技工士連携加
算

　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

　・歯科技工士連携加算２
　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）（内視
鏡手術用支援機器を用いる場合）及び鏡視下喉頭悪性腫瘍手術
（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー 　・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）

　・歯科技工加算１及び２ 　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

　・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手
術）の場合に限る。）

　・喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）

　・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に
掲げる処理骨再建加算

　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎骨形成
術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

　・骨悪性腫瘍、類骨骨腫及び四肢軟部腫瘍ラジオ波焼灼療
法

　・顎関節人工関節全置換術（歯科）

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

　・椎間板内酵素注入療法 　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法（歯科）

　・腫瘍脊椎骨全摘術
　・乳癌センチネルリンパ節生検加算１及びセンチネルリンパ
節生検（併用）

　・緊急穿頭血腫除去術
　・乳癌センチネルリンパ節生検加算２及びセンチネルリンパ
節生検（単独）

　・脳腫瘍覚醒下マッピング加算
　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わないもの）及
び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

　・内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術 　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術
　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

　・気管支バルブ留置術 　・補助人工心臓

　・胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び肺葉切除術又は１肺葉を超え
るもので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・経皮的下肢動脈形成術

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡手術用支
援機器を用いる場合）

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

　・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの）に限る。）

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるもので内
視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜リンパ
節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術、等

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除） 　・内視鏡的逆流防止粘膜切除術

　・肺悪性腫瘍及び胸腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法
　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支
援機器を用いるもの））

　・縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性腫瘍手術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、十二
指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、等

　・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支
援機器を用いるもの））

　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの） 　・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

　・胸腔鏡下弁形成術 　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

　・胸腔鏡下弁形成術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

　・胸腔鏡下弁置換術
　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

　・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮
的大動脈弁置換術）

　・体外衝撃波胆石破砕術

　・経皮的僧帽弁クリップ術 　・移植用部分肝採取術（生体）（腹腔鏡によるもの）

　・不整脈手術左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの） 　・生体部分肝移植術

　・不整脈手術左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の）

　・同種死体肝移植術

　・経皮的中隔心筋焼灼術 　・体外衝撃波膵石破砕術

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ
スペースメーカー）

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両心室
ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下植込
型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その他のもの）及び
経静脈電極抜去術

　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電極の
場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（経静脈
電極の場合）

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）
　・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・腹腔鏡下副腎摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）及び腹腔鏡下副腎髄
質腫瘍摘出術（褐色細胞腫）（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 　・コーディネート体制充実加算

　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・副腎腫瘍ラジオ波焼灼療法 　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）及び腹
腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・腎悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法 　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・周術期薬剤管理加算

　・同種死体腎移植術 　・放射線治療専任加算

　・生体腎移植術 　・外来放射線治療加算

　・膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿
道）

　・高エネルギー放射線治療

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・一回線量増加加算

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

　・人工尿道括約筋植込・置換術 　・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

　・精巣温存手術 　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・定位放射線治療

　・腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・画像誘導密封小線源治療加算

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）

　・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
術中迅速病理組織標本作製

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） 　・病理診断管理加算２

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。） 　・悪性腫瘍病理組織標本加算

　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術 　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・体外式膜型人工肺管理料 　・皮膚悪性腫瘍センチネルリンパ節生検加算

　・医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術 　・看護職員処遇改善評価料６１

　・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺伝性
乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。）

　・外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

　・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺伝性
乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出術）

　・歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

　・輸血管理料Ⅱ 　・入院ベースアップ評価料６９



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 20

剖検率（％） 9.9

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

1か月 24回

剖　検　の　状　況

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療
技術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・LDLアフェレシス療法 　・

　・流産検体を用いた染色体検査

　 (注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額
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委
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委
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委

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託
元

認知機能からみたこころの健康
へのアプローチ：予防とレジリエン
スのために

松井　三枝 ＧＳ教育系 19,527,450
日本学術
振興会

【アミロイドと異種アミロイド】混合
型認知症におけるメタアグリゲー
ト形成と毒性発現

小野　賢二郎 医学系 8,400,000
日本学術
振興会

肝微小環境の構造理解に基づく
新たな代謝性肝疾患治療の確立 本多　政夫 保健学系 5,000,000

日本学術
振興会

新規胚シグナルlaeverinの幹細胞
と免疫システムに対する作用の
解明と臨床応用

藤原　浩 医学系 4,500,000
日本学術
振興会

膠芽腫医療に抜本的変革をもた
らす血液バイオマーカーの分子
基盤の構築

中田　光俊 医学系 4,180,000
日本学術
振興会

分子疫学的コホート研究による遺
伝性心血管疾患のリスク層別化・
病態解明・治療薬探索

藤野　陽 保健学系 2,010,000
日本学術
振興会

概日リズムに基づく妊娠・産褥期
セルフケアプログラムの開発-光
と食による制御の検討

毎田　佳子 保健学系 3,900,000
日本学術
振興会

ナトリウム共役能動輸送型糖輸
送体を標的としたセラノスティクス
薬剤の開発

小林　正和 保健学系 2,100,000
日本学術
振興会

深層学習による画像情報を主軸
にした包括的な肺機能診断法の
確立

田中　利恵
ＡＩホスピタル・マクロシグナ
ルダイナミクス研究開発セ
ンター（保）

2,400,000
日本学術
振興会

上皮、間葉系肝癌幹細胞による
間質細胞リプログラミングの解明
とその診断治療への応用

山下　太郎 医学系 4,400,000
日本学術
振興会

治療後微小残存する白血病幹細
胞に対する新規治療標的の開発 宮本　敏浩 医学系 2,200,000

日本学術
振興会

臓器移植・造血幹細胞移植にお
けるHLAエピトープに基づく新規
バイオマーカー開発

八木　真太郎 医学系 5,234,297
日本学術
振興会

地域住民コホートゲノム情報及び
生活習慣情報を用いた動脈硬化
性疾患個別化医療の開発

高村　雅之 医学系 2,500,000
日本学術
振興会

言語機能回復に伴う脳内ネット
ワーク再組織化の構造的メカニ
ズムの解明

中嶋　理帆 保健学系 1,700,000
日本学術
振興会

原発性アルドステロン症における
新治療戦略ー安全かつ高奏功な
根本治療の開発

絹谷　清剛 医学系 1,700,000
日本学術
振興会

治療耐性膵がんの悪性形質を繋
ぐ分子経路の解明と耐性制御法
開発への応用

源　利成
がん進展制御研究
所

4,100,000
日本学術
振興会

診断閾下を含む自閉スペクトラム
症の生物学的検討 菊知　充 医学系 3,500,000

日本学術
振興会

（様式第3）
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新規モニタリング法の確立による
B型肝炎ウイルスを完全駆除する
薬物の探索と同定

島上　哲朗 保健管理センター 3,300,000
日本学術
振興会

EGFR変異肺がんを共存変異で
層別化する個別化医療の理論的
基盤を形成する研究

矢野　聖二 医学系 5,100,000
日本学術
振興会

セレノプロテインPタンパク質と
mRNAの機能理解に基づく糖尿
病病態の解明

篁　俊成 医学系 3,800,000
日本学術
振興会

上咽頭癌におけるEBVと宿主細
胞相互作用の分子機構解明と新
規治療法の開発

吉崎　智一 医学系 3,000,000
日本学術
振興会

HSF-1 が関与する中枢神経再生
へのカスケード反応 杉谷　加代 保健学系 800,000

日本学術
振興会

薬剤師のポリファーマシーへの介
入は認知機能低下やフレイルを
予防・改善できるか

石崎　純子 薬学系 400,000
日本学術
振興会

悪性軟部腫瘍個別化療法のため
の新規同所移植モデル確立とそ
の機能解析

山本　憲男 医学系 600,000
日本学術
振興会

仮想現実と経頭蓋直流電気刺激
を用いた新たなリハビリテーショ
ンの開発

久保田　雅史 保健学系 300,000
日本学術
振興会

複合型高脂血症発症に関与する
肝性リパーゼ活性・内因性リパー
ゼインヒビターの役割

稲津　明広 保健学系 800,000
日本学術
振興会

超音波診断装置を用いて脂肪由
来幹細胞を経時的に複数回投与
した自家神経移植の研究

多田　薫 保健学系 1,000,000
日本学術
振興会

心機能評価の精度管理を目的と
した三次元心動態ファントムと標
準化ガイドラインの構築

小野口　昌久 保健学系 450,000
日本学術
振興会

遺伝性不整脈症候群の病原性遺
伝子変異の決定とそれに基づく
個別化医療の実現

林　研至 保健学系 750,000
日本学術
振興会

腸管免疫の破綻を基とした糖尿
病性腎症進行の病態解明 岩田　恭宜 医学系 1,000,000

日本学術
振興会

免疫グロブリン軽鎖による腎障害
の病態解明 伊藤　清亮

医薬保健学総合研
究科

900,000
日本学術
振興会

免疫沈降法ーウェスタンブロッ
ティング法を用いた膠原病関連自
己抗体の同定

濱口　儒人 医学系 600,000
日本学術
振興会

RBPJの発現レベルに影響される
膠芽腫の細胞形質転換とテモゾ
ロミドの反応性

田中　慎吾 医学系 600,000
日本学術
振興会

骨軟部肉腫における腫瘍免疫状
態の解明と新規免疫療法の開発 三輪　真嗣 医学系 700,000

日本学術
振興会

原発性アルドステロン症における
網膜神経節細胞死―その機序と
緑内障との比較―

杉山　和久 医学系 600,000
日本学術
振興会

眼圧日内変動に対するメラトニン
系の役割の解明 東出　朋巳 医学系 700,000

日本学術
振興会

院外心停止に対する現場蘇生中
止基準の開発研究 後藤　由和 医学系 1,100,000

日本学術
振興会

AIアプリPHRとVRを活用した３D
オンライン診療システムの構築 米田　隆 融合科学系 800,000

日本学術
振興会

ハイリスクアプローチ基盤の地域
支援者向け自殺予防教育プログ
ラムの開発

田中　浩二 保健学系 690,000
日本学術
振興会
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片麻痺プッシャー現象の客観的
評価法と感覚参照系を踏まえた
治療法の開発

淺井　仁 保健学系 400,000
日本学術
振興会

縦型オープンMRIによる骨盤底筋
群と股関節周囲筋の共同収縮機
序の解明

間所　祥子 保健学系 860,000
日本学術
振興会

ヒト皮下脂肪間質細胞を用いた
拍動心筋細胞の心不全治療応用
へ向けた研究

高島　伸一郎 医学系 1,000,000
日本学術
振興会

安静時の膝伸筋群の超音波画像
を用いた広範囲年齢層の膝伸筋
最大筋力の推定

三秋　泰一 保健学系 600,000
日本学術
振興会

自閉スペクトラム症児の言語特性
の神経基盤の検討・支援法に関
する研究

吉村　優子 学校教育系 1,100,000
日本学術
振興会

神経筋難病患者における筋肉の
量的、質的変化が薬物治療に及
ぼす影響の定量的解明

松下　良 薬学系 1,150,000
日本学術
振興会

Bloom症候群モデルマウスを用い
た血液腫瘍発症を予防する遺伝
子治療前臨床試験

伊川　泰広 医学系 1,200,000
日本学術
振興会

遺伝性血栓症の病因（オミックス
解析）と病態の解明 森下　英理子 保健学系 1,000,000

日本学術
振興会

高速原子間力顕微鏡を用いた凝
集タンパクのクロス・シーディング
効果の時空間的観察

小野　賢二郎 医学系 1,100,000
日本学術
振興会

高リスク神経芽腫に対する超効
果的・効率的核医学治療法の開
発

萱野　大樹 医学系 1,100,000
日本学術
振興会

内視鏡医を対象とした線量計一
体型放射線防護眼鏡の開発 松原　孝祐 保健学系 700,000

日本学術
振興会

拡散MRIと位相コントラスト法を組
み合わせた新たな脳血流定量イ
メージングの確立

大野　直樹 保健学系 1,700,000
日本学術
振興会

小児多系統炎症性症候群の免疫
学的解析とバイオマーカー探索 松田　裕介 医学系 900,000

日本学術
振興会

T細胞受容体遺伝子と免疫チェッ
クポイント阻害薬による肝がん新
規治療開発

中河　秀俊 医学系 1,000,000
日本学術
振興会

肝がんにおける循環癌間質細胞
の特性と臨床的意義の探索 山下　竜也

先進予防医学研究
センター

750,000
日本学術
振興会

全身性強皮症におけるＢ細胞の
包括的解析 松下　貴史 医学系 1,600,000

日本学術
振興会

大血管手術後の脊髄虚血に関す
るバイオマーカーの測定と探索 竹村　博文 医学系 1,000,000

日本学術
振興会

敗血症性心筋障害におけるエン
ドセリンA受容体拮抗薬の効果と
機序の解明

岡島　正樹 医学系 500,000
日本学術
振興会

脊椎腫瘍に対する凍結融解壊死
治療の安全性の確立および脊髄
保護対策

出村　諭 医学系 850,000
日本学術
振興会

人工関節周囲感染予防における
理想的な希釈ポピドンヨード術中
洗浄液の使用方法の確立

井上　大輔 医学系 1,400,000
日本学術
振興会

脂肪由来幹細胞を用いた骨関節
感染症治療用バイオインプラント
の開発

林　克洋 保健学系 1,000,000
日本学術
振興会

KRAS活性を介したダブルネガ
ティブ去勢抵抗性前立腺癌進展
機構の解明

泉　浩二 医学系 500,000
日本学術
振興会
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FLASH放射線治療を想定したゲ
ル線量計ボーラスを用いた線量
分布検証法の開発

武村　哲浩 保健学系 500,000
日本学術
振興会

唾液分泌制御を目的とした経皮
的唾液腺局所作用型外用剤の開
発

石田 奈津子 薬学系 900,000
日本学術
振興会

線溶病態に着目したDICにおける
多発血栓形成プロセスの解明と
その治療応用

菅　幸生 薬学系 1,200,000
日本学術
振興会

糸球体門部小血管増生に着目し
た糖尿病性腎臓病の進展抑制機
序の解明

清水　美保 医学系 700,000
日本学術
振興会

経頭蓋直流電気刺激はGABA神
経が作るネットワークの特性をど
う変えるのか？

廣澤　徹
子どものこころの発
達研究センター

1,700,000
日本学術
振興会

高精度定量画像と臨床データ
ベースの統合による人工知能型
診断体系の構築

中嶋　憲一
先進予防医学研究
科

1,400,000
日本学術
振興会

自己免疫性骨髄不全症患者iPS
細胞を用いた疾患モデルの創出
と選択的造血制御の解明

片桐　孝和 保健学系 860,000
日本学術
振興会

NAFLDを伴った糖尿病に対する
薬物療法の研究：連続肝生検を
用いて

竹下　有美枝 医学系 1,400,000
日本学術
振興会

移乗介助時の腰背部リスクに基
づきVRを介した移乗教示の効果 柴田　克之 保健学系 2,000,000

日本学術
振興会

骨腫瘍切除後の腫瘍骨移植にお
ける高圧処理技術の応用-腫瘍
学的安全性の検証-

横川　文彬
医薬保健学総合研
究科

700,000
日本学術
振興会

自然免疫受容体を介した脂肪由
来幹細胞の活性化とバイオフィル
ム感染症への応用

加畑　多文 医学系 1,100,000
日本学術
振興会

耳小骨連鎖異常症例に対する簡
易非侵襲診断機器の開発 杉本　寿史 医学系 900,000

日本学術
振興会

包括的高度慢性下肢虚血（CLTI）
ハイリスク患者の重症化防止振
動ケアプログラムの確立

大桑　麻由美 保健学系 1,320,000
日本学術
振興会

環境エンリッチメントの脳ダイナミ
クスと行動学習障害の回復に関
する基礎研究

菊池　ゆひ 保健学系 2,300,000
日本学術
振興会

末梢神経の経皮的ノイズ電気刺
激による手の運動調節能への効
果と筋・脳活動の解明

西村　誠次 保健学系 2,350,000
日本学術
振興会

脈管内がん幹細胞の胚シグナル
分子による微小環境形成機構と
それを標的にした治療戦略

藤原　浩 医学系 2,300,000
日本学術
振興会

脳手術と脳科学の変革を狙った
機能シフトを担う脳浅層神経ネッ
トワークの解析

中田　光俊 医学系 2,500,000
日本学術
振興会

連続肝生検アプローチによる糖
尿病性脂肪肝炎のバイオマー
カー探索

篁　俊成 医学系 1,800,000
日本学術
振興会

新規生物学的コンセプトを応用し
た頭頸部ウイルス発癌超早期治
療法の開発

吉崎　智一 医学系 1,400,000
日本学術
振興会

がん特異的グルタミノリシスを利
用したミトコンドリア標的セラノス
ティクス薬剤の開発

小林　正和 保健学系 1,450,000
日本学術
振興会

PML-RARA融合遺伝子サブタイ
プが規定する白血病幹細胞性獲
得機構の解明

宮本　敏浩 医学系 1,000,000
日本学術
振興会

胸部X線動画検査による4次元肺
機能評価への挑戦 田中　利恵

ＡＩホスピタル・マクロシ
グナルダイナミクス研究
開発センター（保）

1,700,000
日本学術
振興会
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改変エクソソームを用いた臓器移
植後の革新的免疫抑制法の開発 八木　真太郎 医学系 1,600,000

日本学術
振興会

脳機能がシフトしうる範囲の解明
による新規リハビリテーション指
針策定

中嶋　理帆 保健学系 2,000,000
日本学術
振興会

近接ジオメトリ方式による超高解
像度CTの応用技術開発 川嶋　広貴 保健学系 400,000

日本学術
振興会

軟部肉腫に対する患者由来腫瘍
同所移植マウスモデルを用いた
個別化医療の開発

五十嵐　健太郎 医学系 800,000
日本学術
振興会

鶏卵モデルを用いた喉頭乳頭腫
難治化要因の解明 中西　庸介 医学系 500,000

日本学術
振興会

アルツハイマー病ハイリスク地域
住民の海馬容積に注目した防御
的生活習慣因子の探索

小松　潤史
医薬保健学総合研
究科

200,000
日本学術
振興会

心臓専用半導体SPECTを用いた
複数分子同時収集の物理因子解
明と補正技術の確立

澁谷　孝行 保健学系 600,000
日本学術
振興会

肝腫瘍画像診断の標準化診断法
における新WHO分類に基づく病
理組織学的根拠の確立

五十嵐　紗耶 医学系 700,000
日本学術
振興会

肺胞マクロファージによる2型肺
胞上皮細胞の増殖・分化制御機
構の解明

渡辺　知志
医薬保健学総合研
究科

800,000
日本学術
振興会

トロンボモジュリン結合障害型異
常プロトロンビンによる血栓形成
機構の分子学的解析

長屋　聡美 保健学系 1,700,000
日本学術
振興会

シングルセルマルチオミックス解
析による肝がん微小環境の解明 村居　和寿 保健学系 1,800,000

日本学術
振興会

進行胃癌に対する抗がん剤選択
効率化のための医療経済評価研
究

柏　宗伸 薬学系 900,000
日本学術
振興会

肺腺癌から小細胞癌への形質転
換モデル作製・解析と小細胞肺
癌に対する治療戦略の探索

木場　隼人
医薬保健学総合研
究科

800,000
日本学術
振興会

SUMO化阻害を基軸としたMYC関
連悪性腫瘍に対する新規治療法
開発

小谷　浩
がん進展制御研究
所

1,800,000
日本学術
振興会

細菌増殖活性を反映した細菌感
染症の画像診断法および核医学
治療法の開発

水谷　明日香 保健学系 1,200,000
日本学術
振興会

NASHを増悪させる肥満者特有の
腸内細菌と細菌遺伝子の同定 林　智之 医学系 600,000

日本学術
振興会

再生不良性貧血患者の
BCOR/BCORL1変異造血幹細胞
における免疫逃避機序の解明

井美　達也 医学系 900,000
日本学術
振興会

術前liquid biopsyを用いたゲノム・
RNA発現解析による肺癌術後の
個別化医療の探索

木場　隼人
医薬保健学総合研
究科

1,100,000
日本学術
振興会

B型・D型肝炎ウイルス共感染が
引き起こす肝疾患の分子生物学
的機序の解明

島上　哲朗 保健管理センター 2,600,000
日本学術
振興会

人種間の他者理解脳内ネット
ワーク解析と覚醒下手術への応
用

中田　光俊 医学系 2,400,000
日本学術
振興会

褐色・白色脂肪組織におけるセレ
ノプロテインPおよびそのmRNA標
的分子の機能解析

篁　俊成 医学系 1,200,000
日本学術
振興会

精神・神経疾患の認知予備力評
価法の開発：神経心理学的メカニ
ズムの解明のために

松井　三枝 ＧＳ教育系 1,659,883
日本学術
振興会
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肝細胞がんにおける多細胞間相
互作用の解明による新規がん免
疫療法開発の基盤研究

水腰　英四郎 附属病院 3,000,000
日本学術
振興会

地域住民コホート研究を用いた先
進的ゲノム解析による心不全超
精密個別化医療開発

多田　隼人 附属病院 3,600,000
日本学術
振興会

放射線治療におけるポリマーゲ
ル線量計を用いた第三者評価を
目指した評価方法の検討

熊原　成美 附属病院 380,000
日本学術
振興会

リトドリン塩酸塩持続点滴投与に
よる血管障害に関する検討 下川　頌子 附属病院 370,000

日本学術
振興会

大血管手術でのmulti-train刺激
による運動誘発電位モニタリング
の応用と有用性検討

油野　岳夫 附属病院 340,000
日本学術
振興会

MRIによる脳内水分子揺動の解
明と定量化 岡本　里穂 附属病院 480,000

日本学術
振興会

マルチパラメトリックMRIを用いた
子宮機能評価法の確立 渡辺　沙緒莉 附属病院 480,000

日本学術
振興会

顎変形症患者における超音波エ
ラストグラフィを用いた咬筋機能
の新規評価法の開発

寺上　貴子 附属病院 450,000
日本学術
振興会

ウェアラブル筋電計を用いた顎変
形症患者の睡眠時ブラキシズム
の検討

中田　晶子 附属病院 410,000
日本学術
振興会

車椅子座位姿勢の違いが自律神
経系および情動系の機能に及ぼ
す影響の検証

高田　勇 附属病院 380,000
日本学術
振興会

一般住民への食生活介入の高尿
酸血症及び慢性腎臓病に対する
1次予防効果の検討

宮城　栄重 附属病院 500,000
日本学術
振興会

認知症における新規病態解明な
らびにバイオマーカー開発 中出　祐介 附属病院 1,000,000

日本学術
振興会

肝癌治療効果を予測するための
肝癌内細菌かつ腸内細菌を用い
たバイオマーカーの開発

飯田　宗穂 附属病院 1,300,000
日本学術
振興会

末梢血遺伝子発現解析による心
房細動器質予測法の開発 加藤　武史 附属病院 1,000,000

日本学術
振興会

HLA-DR15欠失血球陽性再生不
良性貧血における免疫病態の解
明

細川　晃平 附属病院 300,000
日本学術
振興会

大伏在静脈周囲組織がグラフト
血管内皮機能に与える影響に関
する研究

飯野　賢治 附属病院 800,000
日本学術
振興会

グルタールアルデヒド固定処理自
家心膜導管を用いた生体内組織
再生誘導型気管再建

吉田　周平 附属病院 740,000
日本学術
振興会

脳動脈瘤再発予防に向けた数値
流体力学解析によるステント併用
コイル塞栓術の開発

見崎　孝一 附属病院 1,000,000
日本学術
振興会

液体窒素を用いた腫瘍処理骨再
建術における処理骨周囲膜組織
の機能解明

淺野　陽平 附属病院 400,000
日本学術
振興会

自家脂肪由来幹細胞シートを用
いた革新的な巨大骨欠損再建法
の開発

下川　寛右 附属病院 400,000
日本学術
振興会

栄養膜細胞特異抗原を用いた末
梢血循環腫瘍細胞の検出と新規
転移抑制治療法の開発

松本　多圭夫 附属病院 800,000
日本学術
振興会

EBウイルスによるDNAメチル化誘
導機構の解明と新規上咽頭癌治
療法の開発

近藤　悟 附属病院 800,000
日本学術
振興会
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改変型TIMP-3を用いた選択的軟
骨破壊阻害による進行性下顎頭
吸収の抑制

大井　一浩 附属病院 800,000
日本学術
振興会

網羅的D-アミノ酸解析による伝統
的発酵食品と健康長寿・腎保護と
の関連性解明

北島　信治 附属病院 1,000,000
日本学術
振興会

膵癌高危険群における膵液中マ
イクロRNAとエピゲノム解析によ
る早期診断法の確立

大坪　公士郎 附属病院 900,000
日本学術
振興会

肝腫瘍におけるvessel co-option
のイメージバイオマーカーの開発 小坂　一斗 附属病院 600,000

日本学術
振興会

新生児ヘモクロマトーシスの原因
となるアロ抗体同定とIVIG治療の
理論的基盤の確立

谷内江　昭宏 附属病院 1,000,000
日本学術
振興会

炎症性腸疾患の遺伝学的病型診
断と個別化治療に関する研究 山田　真也 附属病院 600,000

日本学術
振興会

軽鎖沈着症を生じるM蛋白の構
造的・機能的"質"の解明 西岡　亮 附属病院 850,000

日本学術
振興会

膵癌個別化治療のための血小板
を利用した新たなバイオマーカー
の確立

牧野　勇 附属病院 1,200,000
日本学術
振興会

ビタミンB2を用いた生体組織の血
流診断法の開発 齋藤　大輔 附属病院 1,350,000

日本学術
振興会

D I Cにおける炎症と凝固の相互
作用と血管作動性物質の制御 朝倉　英策 附属病院 1,100,000

日本学術
振興会

代用音声による人工呼吸器装着
患者とのコミュニケーション促進 佐藤　康次 附属病院 300,000

日本学術
振興会

糖尿病による骨癒合遅延に対す
る糖化ストレス解消療法の開発 松原　秀憲 附属病院 1,400,000

日本学術
振興会

マウス胎盤ラビリンス層に出現す
る新規GLAST陽性細胞の機能解
析

鏡　京介 附属病院 700,000
日本学術
振興会

フィブリン形成を介した腹水卵巣
癌細胞の新しいTME形成機序 松岡　歩 附属病院 700,000

日本学術
振興会

前十字靭帯再建術による腱の採
取が筋力および動作に影響を与
えるか

仙石　拓也 附属病院 500,000
日本学術
振興会

XRを活用した前方視的（リアルタ
イム）食事指導AIアプリ開発と検
証

米谷　充弘 附属病院 550,000
日本学術
振興会

ADL指標を組み込んだ薬物体内
動態個人間変動予測の精緻化 崔　吉道 附属病院 630,000

日本学術
振興会

分子標的治療誘導性転移の新規
分子機構の解明と予防法の確立 南條　成輝 附属病院 900,000

日本学術
振興会

Nrf-2/HO-1系を利用した抗炎症
増強による全身型若年性特発性
関節炎の新規治療法の開発

横山　忠史 附属病院 1,200,000
日本学術
振興会

肝癌幹細胞とCXCR2陽性細胞の
細胞間相互作用の解析と新規治
療法開発

丹尾　幸樹 附属病院 1,400,000
日本学術
振興会

心筋生検検体を用いたシングル
核RNA-Seqと空間的解析による
肥大型心筋症の病態解明

吉田　昌平 附属病院 1,250,000
日本学術
振興会

「線維化持続環境」の制御による
腎臓病トータルマネージメントの
基盤確立

坂井　宣彦 附属病院 850,000
日本学術
振興会
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補体経路に着目したIgG4関連腎
臓病の病態解析と特異的治療開
発

原　怜史 附属病院 300,000
日本学術
振興会

造血不全におけるminiscule PNH
顆粒球の意義に関する検討 山崎　宏人 附属病院 1,100,000

日本学術
振興会

AIT施行患者由来のアレルゲン認
識組換えIgG4抗体における抑制
性機能の解明

渡部　良広 附属病院 1,100,000
日本学術
振興会

モデルマウスを用いたIgG4関連
疾患における喫煙の影響の解明
と疾病予防的指針の確立

水島　伊知郎 附属病院 600,000
日本学術
振興会

シトステロール血症におけるVUS
の病原性評価スキームの確立に
関する研究

岡田　寛史 附属病院 1,300,000
日本学術
振興会

転移性骨腫瘍モデルを用いた局
所療法（凍結、焼灼、放射線）の
がん免疫増強効果の検証

加藤　仁志 附属病院 1,600,000
日本学術
振興会

乳癌患者におけるタモキシフェン
による子宮内膜着床能向上と卵
巣保護作用の解析

山崎　玲奈 附属病院 900,000
日本学術
振興会

高度な２型炎症を有するIgG4関
連疾患モデルマウスにおける嗅
球と海馬の解析

上野　貴雄 附属病院 1,200,000
日本学術
振興会

アイバンクに依存しない人工角膜
内皮を用いた角膜内皮移植術に
関する基礎的臨床的研究

小林　顕 附属病院 1,000,000
日本学術
振興会

新生児拡大マススクリーニング検
査における患者家族の心理社会
的影響の解析

岡島　道子 附属病院 500,000
日本学術
振興会

関節軟骨の廃用性萎縮に対する
理学療法による治療効果の解明 高橋 郁文 附属病院 1,700,000

日本学術
振興会

機械学習を用いたCKD未病状態
における新規病型分類と治療効
果

遠山　直志 附属病院 500,000
日本学術
振興会

大腸癌肝転移に対して免疫原性
細胞死がabscopal効果に及ぼす
影響の研究

齋藤　裕人 附属病院 800,000
日本学術
振興会

分子標的薬併用による甲状腺癌
内用療法不応性患者に対する次
世代治療戦略の検証

廣正　智 附属病院 1,000,000
日本学術
振興会

小児脊柱側弯症患者の全脊椎X
線CT検査における低線量プロト
コルの開発

高田　忠徳 附属病院 300,000
日本学術
振興会

心房細動のリスク因子探索と高
齢者への最適治療戦略構築をめ
ざす大規模コホート研 究

津田　豊暢 附属病院 400,000
日本学術
振興会

非侵襲的に記録された皮膚交感
神経活動の心房細動治療におけ
る役割の解明

草山　隆志 附属病院 700,000
日本学術
振興会

抗腫瘍剤抵抗性獲得のための癌
細胞による血小板貪食に関する
検討

野村　皓三 附属病院 200,000
日本学術
振興会

上咽頭癌における新規バイオ
マーカーの開発と臨床応用 平井　信行 附属病院 900,000

日本学術
振興会

概日リズム障害は緑内障発症を
誘導するか？ 土屋　俊輔 附属病院 700,000

日本学術
振興会

地域脳健診での認知症発症と口
腔機能の関連解析 石宮　舞 附属病院 1,000,000

日本学術
振興会

West症候群の早期診断を目指し
たオンライン動画診断支援システ
ムの確立

黒田　文人 附属病院 700,000
日本学術
振興会
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子宮内免疫抑制剤曝露児に対す
るワクチン接種の妥当性評価 藤田　有美 附属病院 1,900,000

日本学術
振興会

複合免疫治療の効果および免疫
関連有害事象に関わる末梢血バ
イオマーカーの開発

丹保　裕一 附属病院 1,100,000
日本学術
振興会

統合失調症の作業記憶ネット
ワークにおけるGABA伝達変化の
シナプス後部メカニズム

坪本　真 附属病院 1,400,000
日本学術
振興会

MRIを用いた総合的肝硬度評価
法の確立 小野田　農 附属病院 500,000

日本学術
振興会

心筋梗塞後抑うつ状態における
シグマ1受容体定量可視化による
心脳連関の解明

森　博史 附属病院 1,000,000
日本学術
振興会

MAPキナーゼ経路の制御による
全身性エリテマトーデスの新規治
療法の開発

宇佐美　雅章 附属病院 1,500,000
日本学術
振興会

非アルコール性脂肪肝炎におけ
る局所環境動態に基づく間葉系
幹細胞治療の機序解明

関　晃裕 附属病院 1,200,000
日本学術
振興会

薬剤溶出性ステント留置後の内
皮化のメカニズムの解明 森　雅之 附属病院 1,000,000

日本学術
振興会

糖尿病性腎症における腸内細菌
を介した腎障害機序の可視化 大島　恵 附属病院 1,400,000

日本学術
振興会

アルドステロン産生副腎過形成
の成因となる脂肪組織由来
miRNAの探索と機能解析

中野　雄二郎 附属病院 900,000
日本学術
振興会

膵癌における三次リンパ様構造
(TLS)の役割解明と治療への応
用

高田　智司 附属病院 1,000,000
日本学術
振興会

腎細胞癌原発巣中心壊死組織に
着目した遠隔癌細胞活性化機構
の解明

門本　卓 附属病院 1,700,000
日本学術
振興会

循環腫瘍細胞の免疫寛容獲得機
構の解明と新規転移抑制治療法
の開発

山本　恵 附属病院 1,800,000
日本学術
振興会

マウス子宮蠕動運動と食事によ
る概日リズム調節に注目した産
科婦人科疾患予防法の探索

細野　隆 附属病院 1,500,000
日本学術
振興会

近視性緑内障病態解明のための
眼位変化時の視神経乳頭構造お
よび眼血流の解析

宇田川　さち子 附属病院 300,000
日本学術
振興会

分化型甲状腺癌に対する放射性
ヨウ素内用療法における効果的・
効率的治療法の開発

山瀬　喬史 附属病院 1,600,000
日本学術
振興会

マウスモデルを用いた慢性GVHD
の新規予防法・病勢マーカーの
確立

藤木　俊寛 附属病院 1,100,000
日本学術
振興会

地域住民コホートを用いた先進的
ゲノム解析による大動脈弁狭窄
症の予防戦略開発

竹治　泰明 附属病院 1,300,000
日本学術
振興会

OCTN1を介した腸内最近関連物
質の移動によるSLE進展機序の
解明

中川　詩織 附属病院 700,000
日本学術
振興会

免疫担当細胞のシングルセル解
析による炎症性発癌機構の解明 武居　亮平 附属病院 700,000

日本学術
振興会

膵癌の進展におけるRAGEの関
与と治療ターゲットとしての検証 所　智和 附属病院 1,600,000

日本学術
振興会

治療抵抗性前立腺癌に対する
コーヒージテルペン作用機序の解
明と新規治療法の開発

岩本　大旭 附属病院 1,800,000
日本学術
振興会
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肝間質細胞―癌細胞の細胞間相
互作用に着目した前立腺癌進展
機構の解明

内藤　伶奈人 附属病院 1,800,000
日本学術
振興会

上咽頭癌におけるファルネシル化
を介した、エクソソーム形成機構
の解明

小林　英士 附属病院 1,700,000
日本学術
振興会

FOXO3活性化による胃がん悪性
化機構の解明と臨床効果の検証 辻　敏克 附属病院 1,100,000

日本学術
振興会

経静脈的に全身投与したADSCs
の自家神経移植治療における作
用機序の解明

本田　宗一郎 附属病院 1,100,000
日本学術
振興会

MSI-high大腸がんオルガノイドを
用いたWntリガンド阻害薬の治療
効果

山本　大輔 附属病院 1,100,000
日本学術
振興会

KIM-1に着目したループス腎炎の
新規病態メカニズム解明 迫　恵輔 附属病院 1,100,000

日本学術
振興会

糸球体内皮細胞における
Galectin-8を標的とした糸球体硬
化進展の新規機序解明

原　怜史 附属病院 11,900,000
日本学術
振興会

ネットワーク社会における地域の
特性に応じた肝疾患診療連携体
制構築に資する研究

金子　周一
医薬保健学総合研
究科

9,658,000
厚生労働
省

指定難病の普及・啓発に向けた
包括的研究 和田　隆志 その他部局等 26,750,000

厚生労働
省

慢性活動性EBV病の疾患レジス
トリ情報に基づく病型別根治療法
の確立

和田　泰三 医学系 150,000
厚生労働
省

放射線診療の発展に対応する放
射線防護の基準策定のための研
究

松原　孝祐 保健学系 200,000
厚生労働
省

全国規模の肝炎ウイルス感染状況の
把握及びウイルス性肝炎 elimination
に向けた方策の確立に資する疫学研
究資する研究

島上　哲朗 保健管理センター 1,000,000
厚生労働
省

アミロイドーシスに関する調査研
究 小野　賢二郎 医学系 200,000

厚生労働
省

原発性免疫不全症候群の全国診療
体制確立、移行医療体制構築、診療
ガイドライン確立に関する研究

和田　泰三 医学系 1,000,000
厚生労働
省

認知症の遠隔医療およびケア提
供を促進するための研究 小野　賢二郎 医学系 2,000,000

厚生労働
省

難治性腎障害に関する調査研究 和田　隆志 その他部局等 300,000
厚生労働
省

放射線療法の提供体制構築に資
する研究 絹谷　清剛 医学系 250,000

厚生労働
省

効率的でドナーの負担軽減に資する
末梢血幹細胞採取法の確立と非血縁
者間末梢血幹細胞移植の治療成績
向上のための研究

宮本　敏浩 医学系 200,000
厚生労働
省

自己炎症性疾患とその類縁疾患にお
ける、移行期医療を含めた診療体制
整備、患者登録推進、全国疫学調査
に基づく診療ガイドライン構築に関す
る研究

和田　泰三 医学系 600,000
厚生労働
省

特発性大腿骨頭壊死症の確定診
断と重症度判定の向上に資する
大規模多施設研究

加畑　多文 医学系 100,000
厚生労働
省

強皮症・皮膚線維化疾患の診断基
準・重症度分類・診療ガイドライン・疾
患レジストリに関する研究

松下　貴史 医学系 180,000
厚生労働
省

小児から成人期発症遺伝性QT延
長症候群とその類縁疾患の突然
死予防に関する研究

林　研至 保健学系 100,000
厚生労働
省
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特発性心筋症の診断・ゲノム情
報利活用に関する調査研究 藤野　陽 保健学系 300,000

厚生労働
省

血液凝固異常症等に関する研究 森下　英理子 保健学系 16,924,000
厚生労働
省

脊柱靭帯骨化症に関する調査研
究 出村　諭 医学系 250,000

厚生労働
省

神経免疫疾患領域における難病
の医療水準と患者のQOL向上に
資する研究

吉川　弘明 保健管理センター 800,000
厚生労働
省

肝炎ウイルス検査受検率の向上
及び受診へ円滑につなげる方策
の確立に資する研究

島上　哲朗 保健管理センター 400,000
厚生労働
省

指標等を活用した地域の実情に
応じた肝炎対策均てん化の促進
に資する研究

島上　哲朗 保健管理センター 3,000,000
厚生労働
省

パーソナルヘルスコードを活用した診
療（オンライン診療中心とした）におけ
る行動変容に関する研究

米田　隆 融合科学系 6,160,000
厚生労働
省

副腎ホルモン産生異常に関する
調査研究 米田　隆 融合科学系 200,000

厚生労働
省

原発性脂質異常症に関する調査
研究 多田　隼人 附属病院 5,600,000

厚生労働
省

自己免疫性出血症診療の「均て
ん化」のための実態調査と「総合
的」診療指針の作成

朝倉　英策 附属病院 500,000
厚生労働
省

オールジャパン体制によるIgG4関
連疾患の診断基準並びに診療指
針の確立を目指す研究

高比良　雅之 附属病院 800,000
厚生労働
省

オールジャパン体制によるIgG4関
連疾患の診断基準並びに診療指
針の確立を目指す研究

井上　大 附属病院 500,000
厚生労働
省

特発性造血障害に関する調査研
究 山崎　宏人 附属病院 500,000

厚生労働
省

患者との双方向的協調に基づく先天
異常症候群の自然歴の収集と
recontact 可能なシステムの構築

渡邉 淳 附属病院 800,000
厚生労働
省

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元
を記入すること。

前眼部難病の診療ガイドライン作
成および普及・啓発の研究 小林　顕 附属病院 500,000

厚生労働
省

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請の
前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Original Article

3 Original Article

4 Original Article

5 Original Article

6 Original Article

7 Original Article

8 Original Article

9 Original Article

10 Case report

11 Original Article

12 Original Article

13 Original Article

14 Original Article

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

Satoshi Kato , Satoru Demura ,
Kazuya Shinmura 他

脊椎・脊髄外科
Delayed ischemic spinal cord injury after total
en bloc spondylectomy in the thoracic spine

J Orthop Sci

Makoto Handa, Satoshi Kato, 
Goro Sakurai 他

脊椎・脊髄外科
The prevalence of locomotive syndrome and its
associated factors in patients with Type 2
diabetes mellitus

Mod Rheumatol

Wakabayashi H, Mori H, Hiromasa
T 他

核医学診療科

<sup>125</sup>I-labeled
2-[4-(2-iodophenyl)piperidino]cyclopentanol
(<sup>125</sup>I-OI5V) imaging
visualized augmented sigma-1 receptor
expression according to the severity of
myocardial ischemia.

J Nucl Cardiol. 2023 Apr;30(2):653-
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Aoki T, Kinoshita J, Munesue S,et
al.

消化管外科
Hypoxia-Induced CD36 Expression in Gastric
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Ann Surg Oncol

Kazuhiro Noguchi,Yasuhiro
Ikawa,Mika Takenaka 他

小児科
Presence of identical B-cell clone in both
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patient with neuroblastoma.

Pediatr Hematol Oncol.2023
May;40(4):363-370

Matsui R, Inaki N, Tsuji T. 消化管外科

Impact of malnutrition as defined by the global
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Surg Today

Shuhei Yoshida, Isao Matsumoto,
Daisuke Saito, et al.

呼吸器外科
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Glutaraldehyde-Treated Autologous
Pericardium

Thorac Cardiovasc Surg. 2023 Sep;
71(6): 490-496

Kitao A, Matsui O, Zhang Y,   他 放射線科
Dynamic CT and Gadoxetic Acid-enhanced
MRI Characteristics of P53-mutated
Hepatocellular Carcinoma

Radiology 306(2):e220531,2023　　オ
ンライン

Hiroyuki Kawahara, Ichiro
Mizushima, Shunsuke Tsuge 他

腎臓・リウマチ膠原病内
科

Clues to mortality trends and their related
factors in IgG4-related disease: A Japanese
single-centre retrospective study.

Mod Rheumatol. 33(6): 1154-1161,
2023 Nov.

Hidetoshi Nakagawa, Hajime
Takatori, Tomoyuki Hayashi　他

消化器内科

Eradication of angiomas by nylon loop snare
ligation under total enteroscopy, in
disseminated intravascular coagulation
associated with blue rubber bleb nevus
syndrome

Endoscopy. 2023 Dec;55(S
01):E137-E138.

Kozaka K, Takahashi H, Inoue A,  
他

放射線科
Mucinous cystic neoplasms of the liver with
biliary prolapse

Jpn J Radiol. 2023 Apr;41(4):409-
416.

Daisuke Inoue, Tamon Kabata, 
Yoshitomo Kajino 他

整形外科
Risk factor analysis on perioperative greater
trochanteric fracture of total hip arthroplasty
via anterolateral approach

Arch Orthop Trauma Surg

Toyonobu Tsuda, MD; Takeshi
Kato, MD; Keisuke Usuda,et al.

循環器内科

Effect of Catheter Ablation for Atrial
Fibrillation in Heart Failure With Mid-Range
or Preserved Ejection Fraction ― Pooled
Analysis of the AF Frontier Ablation Registry
and Hokuriku-Plus AF Registry ―

Circ J. 2023 Jun 23;87(7):939-946

Kano H, Izumi K, Hiratsuka K他 泌尿器科
Suppression of androgen receptor signaling
induces prostate cancer migration via
activation of the CCL20-CCR6 axis

Cancer Sci. 2023 Apr;114(4):1479-
1490.
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Akinori Hara, Takashi Wada, Eri
Muso 他

腎臓・リウマチ膠原病内
科

Effect of Low-Density Lipoprotein Apheresis
on Quality of Life in Patients with Diabetes,
Proteinuria, and Hypercholesterolemia.

Blood Purif. 52(4): 373-381, 2023.

Kaori Yoshimura,Yuko
Tamano,Hiep Nguyen Canh 他

病理部

A novel pathologic marker,indoleamine 2,3-
dioxygenase 1,for the cholangiopathy of
immune checkpoint inhibitors-induced immune
mediated hepatotoxicity as adverse events and
the prediction of additional ursodeoxycholic
acid treatment.

Med Mol Morphol.2023
Jun;56(2):106-115

Hirofumi Ouchi,Yuki
Mizutani,Kaori Yoshimura 他

病理部

Anti-inflammatory and antifibrotic effects of
CBP/β-catenin inhibitor for
hepatocytes:small molecular inhibitor,OP-724
possibly improves liver function.

Med Mol Morphol.2023
Jun;56(2):94-105.

Okuda M , Yoshida K , Kobayashi
S ,   他

放射線科
Desmoid-type fibromatosis: imaging features
and course

Skeletal Radiol. 2023 Jul;52(7):1293-
1303. doi: 10.1007/s00256-023-
04275-x. Epub 2023 Jan 16.

Mizuhata M, Takamatsu S,
Shibata S,   他

放射線治療科
Patterns of failure in glioblastoma multiforme
following Standard (60 Gy) or Short course (40
Gy) radiation and concurrent temozolomide

Jpn J Radiol. 2023 Jun;41(6):660-
668. doi: 10.1007/s11604-023-
01386-2. Epub 2023 Jan 17.

Matsushita T, Fushida N, Horii M
他

皮膚科

Authors' reply to "a case of juvenile
amyopathic dermatomyositis with anti-
transcription intermediary factor 1-α
antibody showing negative anti-TIF1-γ
ELISA results: Comment on the article by
Mizumaki et al."

J Dermatol 50(7):e228-e229,2023
Jul.

Toshima F, Inoue D, Kozaka K,  
他

放射線科

Can solid pseudopapillary neoplasm of the
pancreas without degeneration be diagnosed
with imaging? a comparison study of the solid
component of solid pseudopapillary neoplasm,
neuroendocrine neoplasm, and ductal
adenocarcinoma

Abdom Radiol (NY). 2023
Mar;48(3):936-951. doi:
10.1007/s00261-023-03814-3.
Epub 2023 Jan 28.

Takeshi Terashima, Tatsuya
Yamashita, Hisashi Takabatake
他

消化器内科
Successful second conversion surgery
after trastuzumab deruxtecan for
recurrent HER2-positive gastric cancer

Clin J Gastroenterol. 2023
Jun;16(3):330-335.

Matsui R, Inaki N,  Tsuji ,et al. 消化管外科

Effect of malnutrition as defined by the Global
Leadership Initiative on Malnutrition criteria
on compliance of adjuvant chemotherapy and
relapse-free survival for advanced gastric
cancer

Nutrition

Koki Abe, Hirokazu Kawase, 
Noriaki Yokogawa　他

脊椎・脊髄外科
Mapping the Japanese orthopedic association
national registry (JOANR) to the international
classification of health interventions (ICHI)

J Orthop Sci

Sho Tamai, Toshiya Ichinose,
Mitsutoshi Nakada

脳神経外科 Liquid biomarkers in glioma.
Brain Tumor Pathology 40(2):66-77,
2023 Apr.

Ikufumi Takahashi, Taro
Matsuzaki, Hiroshi Kuroki, et al.

リハビリテーション部

Treadmill Exercise Suppresses Histological
Progression of Disuse Atrophy in Articular
Cartilage in Rat Knee Joints during Hindlimb
Suspension

Cartilage, 14(4): 482-491, 2023

Yuhei Fujisawa, Ichiro Mizushima,
Yasunori Suzuki 他

腎臓・リウマチ膠原病内
科

Nephrolithiasis and/or nephrocalcinosis is
significantly related to renal dysfunction in
patients with primary Sjögren's syndrome.

Mod Rheumatol. 34(2): 376-381,
2024 Feb.

Norihiro Oku, Satoru Demura, 
Daisuke Tawara　他

脊椎・脊髄外科
Biomechanical investigation of long spinal
fusion models using three-dimensional finite
element analysis

BMC Musculoskelet Disord

Kenshu Nogami, Kouishi Misaki,
Taishi Tsutsui et al.,

脳神経外科
The first coil embolization ratio is the key
factor for retreatment for unruptured cerebral
aneurysms.

Surgical Neurology International
14:53, 2023 Feb
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Taishi Tsustui, Kouishi Misaki,
Akifumi Yoshikawa et al.,

脳神経外科
Targeted transvenous embolization of a dural
arteriovenous fistula at the jugular tubercle
venous complex.

Surgical Neurology International
14:44, 2023 Feb

Cui S, Hayashi K, Kobayashi I,
Hosomichi K,et al.

循環器内科
The utility of zebrafish cardiac arrhythmia
model to predict the pathogenicity of KCNQ1
variants

Journal of Molecular and Cellular
Cardiology. 2023 Apr;177:50-61.

Ayano Shima, Kenji Sakai, Fumio
Yamashita, et al.

脳神経内科

Vacuoles related to tissue neuron-astrocyte
ratio and infiltration of
macrophages/monocytes contribute to
hyperintense brain signals on diffusion-
weighted magnetic resonance imaging in
sporadic Creutzfeldt-Jakob disease.

Journal of the Neurological Sciences
2023 Apr, 15:447:120612

Masashi Taka,Satoshi
Kobayashi,Kaori Mizutomi 他

放射線科
Diagnostic approach for mediastinal masses
with radiopathological correlation.

Eur J Radiol.2023 May:162:110767

Tada H, Nomura A, Nohara A,et
al.

循環器内科
Attainment of the low-density lipoprotein
cholesterol treatment target and prognosis of
heterozygous familial hypercholesterolemia

Atherosclerosis. 2023 Apr;371:61-
66

Takeo Matsumoto, Takuma
Suzuki, Mitsuhiro Nakamura 他

産科婦人科
Androgen promotes squamous differentiation
of atypical cells in cervical intraepithelial
neoplasia via an ELF3-dependent pathway.

Cancer Med 12(9):10816-10828,
2023 May.

Hayashi K, Inaki N, Sakimura Y,et
al.

消化管外科
Pancreatic thickness as a predictor of
postoperative pancreatic fistula after
laparoscopic or robotic gastrectomy

Surg Endosc

Noguchi K, Ikawa Y, Takenaka M
他

小児科
L-asparaginase as an efficient salvage therapy
for refractory acute myeloid leukemia with
chromosome 7 abnormalities: a case series.

Int J Hematol. 2023 Sep;118(3):406-
410.

Tomoyuki Hayashi, Yoshiro
Asahina, Yasuhito Takeda　他

消化器内科
Necessity of pharyngeal anesthesia during
transoral gastrointestinal endoscopy: a
randomized clinical trial.

Clin Endosc. 2023 Sep;56(5):594-
603.（オンライン）

Yasuo Sasagawa, Mitsutaka
Nakahara, Daisuke Takemoto et
al.,

脳神経外科
Optical coherence tomography detects early
optic nerve damage before visual field defect in
patients with pituitary tumors.

Neurosurgical Review 46(1)85, 2023
Apr

Yohei Asano , Norio Yamamoto , 
Satoru Demura  他

整形外科

Novel predictors of immune checkpoint
inhibitor response and prognosis in advanced
non-small-cell lung cancer with bone
metastasis

Cancer Med

Nakagawa R, Nohara T, Naito R他 泌尿器科

Intravesical BCG therapy with photodynamic
diagnosis-guided transurethral resection of
bladder tumors improves recurrence-free
survival

Photodiagnosis Photodyn Ther. 2023
Jun;42:103574.

Sei Morinaga, Norio Yamamoto, 
Katsuhiro Hayashi　他

整形外科
Kimura's Disease Diagnosed in the
Department of Orthopedic Surgery Treated
With Wide Excision: Report of Two Cases

In Vivo

Makino T, Izumi K, Iwamoto H他 泌尿器科

Sarcopenia Is Associated With Aggressive
Clinicopathological Outcomes and Is a Poor
Prognostic Indicator for Non-metastatic Renal
Cell Carcinoma

In Vivo. 2023 May-Jun;37(3):1304-
1311.

Tetsumori Yamashima, Yurie
Mori,  Mitsuru Kikuchi　他

神経科精神科

Vegetable Oil-Peroxidation Product
'Hydroxynonenal' Causes Hepatocyte Injury
and Steatosis via Hsp70.1 and BHMT
Disorders in the Monkey Liver. /15(8)

Nutrients 　2023.4



45 Case report

46 Original Article

47 Case report

48 Original Article

49 Original Article

50 Original Article

51 Case report

52 Original Article

53 Original Article

54 Original Article

55 Others

56 Original Article

57 Original Article

58 Original Article

59 Original Article

Ito Y, Nakade J, Seki A 他 薬剤部

Case report: therapeutic monitoring of
vancomycin in an acute liver failure patient
with anuria under high-flow continuous
hemodiafiltration

J Pharm Health Care Sci. 2023
May;9:15

Sho Tamai, Toshiya Ichinose,
Shabierjiang Jiapear et al.,

脳神経外科
Therapeutic potential of pentamidine for
glioma-initiating cells and glioma cells through
multimodal antitumor effects.

Cancer Science 114(7):2920-2930,
2023 Jul

Yushin Mizuno, Junsuke Nakase,
Kazuaki Yoshioka, et al.

リハビリテーション部

Differences in collagen types in the
semitendinosus, quadriceps, and patellar
tendons: A report using samples from an 11-
year old patient.

The Knee 42: 339-346, 2023 June

Satoshi Kato, Satoru Demura, 
Ryo Kitagawa　他

脊椎・脊髄外科
Clinical outcomes following total en bloc
spondylectomy for spinal metastases from lung
cancer

J Orthop Sci

Yoshitomo Saiki, Tamon Kabata, 
Tomohiro Ojima 他

整形外科
Reliability and validity of pose estimation
algorithm for measurement of knee range of
motion after total knee arthroplasty

Bone Joint Res

Munehiro Demura, Hiroshi Ishii,
Mika Takarada-Imata et al.,

脳神経外科
Sympathetic Nervous Hyperactivity Impairs
Microcirculation Leading to Early Brain Injury
After Subarachnoid Hemorrhage.

Stroke 54(6):1645-1655, 2023 Jun

Yamamoto D, Kotake M,
Ishibayashi K,et al.

消化管外科
Robot-assisted low anterior resection for a
rectal cancer patient with ileal conduit: A case
report

Asian J Endosc Surg

Hara J, Yamamura K, Sakai T, 他 呼吸器内科

Bronchial thermoplasty attenuates cough
reflex sensitivity in severe asthma: A single-
center retrospective study with 2-year follow-
up.

J Med Invest.　　　　　70(1.2):271-
275

Yoshida K, Takamatsu A, Toshima
F,   他

放射線科

Computer-Aided Detection of Subsolid
Nodules on Chest Computed Tomography:
Assessment of Visualization on Vessel-
Suppressed Images

J Comput Assist Tomogr 47(3)412-
417,2023

Tada H, Kojima N, Yamagami K et
al.

循環器内科
Coronary artery calcium among patients with
heterozygous familial hypercholesterolaemia

Eur Heart J Open. 2023 May
3;3(3):oead046

Moeko Noguchi-Shinohara,
Hidetomo Murakami, Yasuhiro
Sakashita, et al.

脳神経内科
Plasma amyloid-beta biomarkers are
associated with Alzheimer's disease
comorbidity in Lewy body disease.

Parkinsonism & Related Disorders
2023 Jun, 111:105445

Atsushi Taninaka, Tamon Kabata,
 Katsuhiro Hayashi　他

整形外科

Chondroprotective Effects of Chondrogenic
Differentiated Adipose-Derived Mesenchymal
Stem Cells Sheet on Degenerated Articular
Cartilage in an Experimental Rabbit Model

Bioengineering (Basel)

Nomura A. 循環器内科
Digital health, digital medicine, and digital
therapeutics in cardiology: current evidence
and future perspective in Japan

Hypertension Research. 2023 May
31:1‒9.

Maki Sakaguchi, Riho Nakajima,
Toshiya Ichinose et al.,

脳神経外科
α-SMA positive vascular mural cells suppress
cyst formation in hemangioblastoma.

Brain Tumor Pathology 40(3):176-
184, 2023 Jul.

Moeko Noguchi-Shinohara,
Kunihiko Yokoyama, Junji
Komatsu, et al.

脳神経内科

Exercise program to reduce the risk of
cognitive decline and physical frailty in older
adults: study protocol for an open label
double-arm clinical trial.

Front Aging Neurosci 2023 May,
19:15:1162765
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Yuta Yamamura, Norihiko Sakai,
Yasunori Iwata 他

腎臓・リウマチ膠原病内
科

Myocardin-related transcription factor
contributes to renal fibrosis through the
regulation of extracellular microenvironment
surrounding fibroblasts.

FASEB J. 37(7): e23005, 2023 Jul.

Yoshida S, Nakata T, Nakajima K,
et al.

循環器内科

Prognostic Implications of Sarcoidosis
Granulomas - Insights From the Multicenter
Registry, the Japanese Cardiac Sarcoidosis
Prognostic Study

Circ Rep. 2023 Apr 28;5(6):252-
259.

Shunsuke Tsuge, Ichiro
Mizushima, Makoto Horita 他

腎臓・リウマチ膠原病内
科

High serum IgA levels in patients with IgG4-
related disease are associated with mild
inflammation, sufficient disease-specific
features, and favourable responses to
treatments.

Mod Rheumatol. 34(3): 621-631,
2024 Mar.

Hayashi K, Inaki N, Sakimura Y,et
al.

消化管外科
Using LAP PROTECTOR™ to prevent
subcutaneous emphysema after robotic
gastrectomy

J Robot Surg

Satoshi Nomura, Takashi Hosono,
Masanori Ono 他

産科婦人科
Desynchronization between Food Intake and
Light Stimulations Induces Uterine Clock
Quiescence in Female Mice.

J Nutr 153(8):2283-2290, 2023 Aug.

Takeji Y, Taniguchi T, Morimoto
T, et al.

循環器内科
In-hospital outcomes after SAVR or TAVI in
patients with severe aortic stenosis

Cardiovasc Interv Ther. 2024
Jan;39(1):65-73.

Tetsu Hirosawa,Masafumi
Kameya,  Mitsuru Kikuchi　他

子どものこころの診療科

Effect of transcranial direct current stimulation
on the functionality of 40 Hz auditory steady
state response brain network: graph theory
approach.

Frontiers in psychiatry　2023.6

Izumi K. 泌尿器科
Editorial for the Special Issue on High-Risk
Localized and Locally Advanced Prostate
Cancer

Cancers (Basel). 2023 Jun
11;15(12):3153.

Makino T, Izumi K, Iwamoto H他 泌尿器科

Combination of Sarcopenia and
Hypoalbuminemia Is a Poor Prognostic Factor
in Surgically Treated Nonmetastatic Renal Cell
Carcinoma

Biomedicines. 2023 Jun
1;11(6):1604.

Moeko Noguchi-Shinohara,
Kenjiro Ono.

脳神経内科

The mechanisms of the roles of alpha-
synuclein, amyloid-beta, and tau protein in
the Lewy body diseases: pathogenesis, early
detection, and therapeutics.

International journal of molecular
sciences 2023 Jun, 24:10215

Masafumi Kawai, Satoru Demura, 
Satoshi Kato 他

脊椎・脊髄外科
The Impact of Frailty on Postoperative
Complications in Total En Bloc Spondylectomy
for Spinal Tumors

J Clin Med

Seigo Konishi, Mitsuhiro
Kometani, Ko Aiga, et al.

内分泌・代謝内科
Using telemedicine to manage a patient with a
hypertensive emergency due to
pheochromocytoma

Endocrinol Diabetes Metab Case
Rep. 2023 Jul 4; 2023(3): 23-0033.

Terashima T, Yamashita T,
Takemura N,　他

消化器内科

A case of frequent hypoglycemic attacks
successfully controlled with capecitabine plus
temozolomide and 177Lu-DOTATATE peptide
receptor radionuclide therapy in a patient with
recurrent pancreatic insulinoma.

Clin J Gastroenterol.2023
Oct;16(5):767-771.

Orita N, Kawaguchi K, Honda M,
他

消化器内科
Aldo-keto reductase family 1 member B10 is
regulated by nucleos(t)ide analogues for
chronic hepatitis B.

Biochem Biophys Res Commun.2023
Sep;674:133-139.

Takuya Sengoku, Junsuke
Nakase, Yushin Mizuno 他

リハビリテーション部

Outcome comparison of femoral nerve block
and adductor canal block during anterior
cruciate ligament reconstruction: adductor
canal block may cause an unexpected decrease
in knee flexor strength at 6 months
postoperatively

Archives of Orthopaedic and Trauma
Surgery 143(10):6305-6313, 2023
Oct.



75 Original Article

76 Case report

77 Original Article

78 Original Article

79 Case report

80 Original Article

81 Original Article

82 Original Article

83 Original Article

84 Case report

85 Case report

86 Original Article

87 Original Article

88 Case report

89 Original Article

Tadashi Toyama, Miho Shimizu,
Taihei Yamaguchi 他

腎臓・リウマチ膠原病内
科

A comprehensive risk factor analysis using
association rules in people with diabetic
kidney disease.

Sci Rep. 13(1): 11690, 2023 Jul.

Kazuki Fujita,Keishi
Mizuguchi,Tatuya Mori 他

病理部

SMARCB1/INI1-deficient intrathoracic
neoplasm with rhabdoid/plasmacytoid
cytomorphology in a patient with plasma cell
myeloma: A case report.

Diagn Cytopathol.2023
Oct;51(10):E294-E300.

Miho Shimizu, Kengo Furuichi,
Tadashi Toyama 他

腎臓・リウマチ膠原病内
科

Polar vasculosis is associated with better
kidney outcome in type 2 diabetes with
biopsy-proven diabetic kidney disease: A
multicenter cohort study.

J Diabetes Investig. 14(11): 1268-
1278, 2023 Nov.

Megumi Oshima, Tadashi Toyama,
Yusuke Nakade 他

腎臓・リウマチ膠原病内
科

Association Between Risperidone Use and
Kidney Function Decline in Patients with
Schizophrenia: A Retrospective Cohort Study.

Clin Ther. 45(9): 889-893, 2023
Sep.

Takeshi Zoshima, Sun Hirayama,
Mitsuhiro Kawano.

腎臓・リウマチ膠原病内
科

Atypical Baker's cysts in difficult-to-treat
rheumatoid arthritis.

Int J Rheum Dis. 26(11): 2328-2329,
2023 Nov.

Tatsuhito Kanda, Kyosuke
Kagami, Takashi Iizuka 他

産科婦人科
Spheroid formation induces chemokine
production in trophoblast-derived Swan71
cells.

Am J Reprod Immunol
90(2):e13752,2023 Aug.

Ueno M, Yoshida K, Takamatsu A,
  他

放射線科

Deep learning-based automatic detection for
pulmonary nodules on chest radiographs: The
relationship with background lung condition,
nodule characteristics, and location

Eur J Radiol. 2023 Sep;166:111002.
doi: 10.1016/j.ejrad.2023.111002.
オンライン

Noriaki Yokogawa, Satoshi Kato, 
Takaki Shimizu　他 

脊椎・脊髄外科

Clinical Outcomes of Total En Bloc
Spondylectomy for Previously Irradiated Spinal
Metastases: A Retrospective Propensity
Score-Matched Comparative Study

J Clin Med

Matsui R, Inaki N, Tsuji T. 消化管外科
Impact of Preoperative Nutritional Assessment
on Other-Cause Survival after Gastrectomy in
Patients with Gastric Cancer

Nutrients

Chie Shimaguchi,Keishi
Mizuguchi,Kasuki Fujita 他

病理部
Cytological examination of peripheral blood
cell block to diagnose small cell variant ALK-
positive anaplastic large cell lymphoma.

Cytopathology.2023 Nov;34(6):626-
629.

Sakai Y, Ikawa Y, Takenaka M 他 小児科

A case of neurodegenerative Langerhans cell
histiocytosis exhibiting high osteopontin in
cerebrospinal fluid without specific radiological
abnormalities.

Int J Hematol. 2023 Nov;118(5):661-
665.

Yuki Makino, Ohno Naoki,
Toshiaki Miyachi, et al.

放射線部
Tri- and bi-exponential diffusion analyses of
the kidney: effect of respiratory-controlled
acquisition od diffusion parameters

Radiological Physics and Technology
16(4): 478-487. 2023 Dec

Akinori Hara, Hiromasa
Tsujiguchi, Keita Suzuki, et al.

腎臓・リウマチ膠原病内
科

Distinct associations between dietary omega-3
and omega-6 fatty acids intake with chronic
kidney disease in adults with and without
diabetes: A cross-sectional study

Nutrition. 2023 Nov; 115: 112156. 

Nakanuma S, Gabata R, Okazaki
M,et al.

肝胆膵・移植外科
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(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3

～ 　計　件

(注) 1

2

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入
すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態
上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大
学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とする。

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載
すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

審査対象に関する事項、委員会の組織に関する事項、委員会の会議に関する事項、申請手続き

及び結果の報告に関する事項、疑義申立てに関する事項、迅速審査に関する事項、実施状況の

調査等に関する事項、資料の入手に関する事項、委員会の運営に関する事項、記録の保存に関

する事項 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年１０回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

 委員会の目的及び職務に関する事項、委員会の組織及び組織運営に関する事項 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年７回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年１１回 

 ・研修の主な内容 

臨床研究の研究責任者、研究分担者その他の研究の実施に携わる者又は今後研究の実施に携わ



る予定の者を対象に、人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針に関する事項、研

究デザインに関する事項、臨床研究の品質保証に関する事項、その他生命科学・医学系研究の実

施に当たり必要となる知識・技術等に関連する事項について講習会を実施。 

(注）前年度の実績を記載すること。 



(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

1 研修の内容 

各専門研修プログラムに沿って各診療科に所属し、大学病院及び連携病院を循環しながら修練を

行い、それぞれの専門医、あるいは認定医の資格取得を目指します。 

 また、診療技術の習得だけでなく臨床研究も行う事が可能である。 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数          158人 
（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

山下  太郎 消化器内科 科長 29年  
篁   俊成 内分泌・代謝内科 科長 36年  
岩田 恭宜 腎臓・ﾘｳﾏﾁ膠原病内科 科長 24年  
矢野 聖二 呼吸器内科 科長 34年  
高村 雅之 循環器内科 科長 31年  
宮本 敏浩 血液内科 科長 34年  
小野 賢二郎 脳神経内科 科長 27年  
菊知 充 神経科精神科 科長 30年  
和田 泰三 小児科 科長 32年  
小林 聡 放射線科 科長 34年  
髙松 繁行 放射線治療科 科長 23年  
松下 貴史 皮膚科 科長 25年  
竹村 博文 心臓血管外科 科長 39年  
松本 勲 呼吸器外科 科長 33年  
稲木 紀幸 消化管外科 科長 27年  
八木 真太郎 肝胆膵・移植外科 科長 27年  
寺川 裕史 乳腺外科 科長 16年  
酒井 清祥 小児外科 科長 22年  
出村 諭 整形外科 科長 29年  
溝上 敦 泌尿器科 科長 37年  
東出 朋巳 眼科 科長 34年  
杉本 寿史 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 科長 27年  
山崎 玲奈 産科婦人科 科長 23年  
谷口 巧 麻酔科蘇生科 科長 33年  
中田 光俊 脳神経外科 科長 30年  
絹谷 清剛 核医学診療科 科長 38年  
野村 英樹 総合診療科 科長 36年  
八幡 徹太郎 リハビリテーション科 科長 32年  
岡島 正樹 救急科 科長 28年  
池田 博子 病理診断科 科長 22年  
谷口 巧 集中治療部 部長 33年  
矢野 聖二 がんセンター センター長 34年  
川尻 秀一 歯科口腔外科 科長 36年  
(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

新規採用職員オリエンテーション（各所属部署での配付資料・動画視聴を用いた学習実施）

として、新規採用職員に対し本院職員として職務遂行に必要な知識及び心構え等の基本的な

事項を習得させ、資質向上と業務効率の増進を図ることを目的とする。 

 ・研修の期間・実施回数 

令和5年4月3日（月）～4月21日（金） 

 ・研修の参加人数 

151名（うち、医師・歯科医師以外の者は124名） 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

１．情報セキュリティe-ラーニング 
２．「個人情報の適切な管理」に関する研修 
３．「法人文書管理」に関する研修 
 

 ・研修の期間・実施回数 

１．令和5年4月25日（火）～6月30日（金） 
２．令和5年7月10日（月）～9月29日（金） 
３．令和5年10月20日（金）～12月21日（木） 

 ・研修の参加人数 

１．1,719名 
２．1,605名 
３．1,412名 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 吉崎 智一 

  管理担当者氏名 ・副病院長（医療安全担当）      山﨑 宏人 
・副病院長（ME機器センター長）    谷口 巧 
・副病院長（看護担当）        辻  千芽 
・病院長補佐（法務・医療情報担当）  長瀬 啓介 
・病院長補佐（薬剤担当）       崔  吉道 
・放射線部長             小林 聡 
・病院部長              北村 久美子 
・総務課長              東川 純也      
・経営管理課長            畠中 丈志  
・医事課長              山田 浩美 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 医事課  
各科診療日誌 医事課 
処方せん 薬剤部 
手術記録 医事課 
看護記録 看護部、医事課 
検査所見記録 医事課 
エックス線写真 医事課 
紹介状 医事課 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

医事課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に
掲
げ

る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 
 

 

高度の医療の提供の実績 経営管理課、医事課 
 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

総務課、経営管理課 
医薬保健系事務部 

高度の医療の研修の実績 総務課 
 

閲覧実績 総務課 
 

紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課、薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医事課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医事課 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医事課 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医事課 
 
 



 
 

 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医事課 
 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医事課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医事課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医事課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

総務課 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部、医事課 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部、医事課 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 医事課 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

総務課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

経営管理課、ME機器管
理センター、放射線部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

経営管理課 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

経営管理課 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

総務課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部、医事課 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

総務課 

医療安全管理部門の設置状況 総務課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医事課 

監査委員会の設置状況 総務課、医事課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医事課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医事課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課、医事課 

職員研修の実施状況 医事課、総務課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医事課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務部 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務部 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　　　　　　件

歯科医師 延　　　　　　　　　件

国 延　　　　　　　　　件

地方公共団体 延　　　　　　　　　件

　閲覧責任者氏名 　　病院長　　吉崎　智一

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　・　会議室

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　　総務課長　東川　純也

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

　閲覧の手続の概要
諸記録の開示（閲覧を含む）を請求する者（以下「開示請求者」）は、国立大学法人金沢大学に対し、法
人文書開示請求書を提出する。
　国立大学法人金沢大学は、開示請求があった日から特別な場合を除き30日以内に開示決定等を行
い、開示請求者に通知する。
　開示請求者は、法人文書開示決定通知書を本院へ持参し、閲覧を実施する。

（様式第6）



 
 
 

 

規則第１条の 11 第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 

 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
（１）職員ひとりひとりが安全に関する認識を高め、医療事故防止に積極的に取り組むと同時に、

病院全体としても組織的に医療に係る安全管理事故防止に取り組み、医療事故等の未然の防止

を目指す。 

（２）医療安全管理委員会、医療安全管理部、医療安全管理者、リスクマネジャー等による医療安

全管理体制を整備し、病院全体として医療事故防止及び医療全体の向上に努める。 

（３）医療安全管理のための研修を企画し、病院職員全体が２回以上受講できるようにする。 

（４）「医療事故防止マニュアル」の作成、医療事故等の報告事例の検討など、医療安全の確保を

目的とした改善方策を実施する。 

（５）医療事故が発生した場合にはおいては、「医療安全管理マニュアル」に沿って対応し、医療

上の最善の処置を講ずる。また、患者家族に対して事実を速やかにわかりやすく説明する。 

（６）患者との信頼関係を築くため、また開かれた医療を推進するため、情報の開示及び提供に積

極的に対応していく。 

（７）患者相談室を設置し、患者及び家族からの医療安全に関する要望、苦情及び不満を真摯に受

け止め、その解決に尽力する。 
 
 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年 13 回 
・ 活動の主な内容： 
（１）医療に係る安全管理対策に関すること。 

（２）医療事故防止対策に関すること。 

（３）発生した医療事故等の原因の調査及び分析に関すること。 

（４）分析結果を活用した改善策の立案及び実施並びに職員への周知に関すること。 

（５）改善策の実施状況の調査及び当該方策の見直しに関すること。 

（６）患者が死亡若しくは死産した場合及び濃厚な処置や治療を要した事象が発生した場合の報告

の実施状況の確認に関すること。 

（７）安全管理のための教育及び研修に関すること。 

（８）その他医療に係る安全管理及び医療事故防止に関すること。 

（９）改善策の実施状況の調査等の目的のため、定期的に関係部署の巡回を行う。 
 
 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年４回 

 ・ 研修の内容（すべて）： 

◆対面及びE－learningにて実施 

医療安全管理マニュアル最近の改訂ポイント2023/当院における高難度新規医療技術等の運用 

（対面開催日2023.10.11、E－learning 2023.10.19-2024.3.31） 

安全・安心な人工呼吸管理とモニタリングに向けて/本院の毒薬・劇薬 毒物・劇物の管理に

ついて/周術期における薬物療法の注意点 

（対面開催日2024.1.17、E－learning 2024.2.7-2024.3.31） 

◆対面及びオンライン配信にて実施 

患者からの相談・苦情への対応技術（開催日2023.11.17） 

その他、新規採用者研修「リスクマネジメントについて」 

（４月に開催。その後は随時） 
 



 
 
 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 

   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
○事故報告等の分析結果を現場へフィードバック     

○医療従事者の医療事故防止に関する教育 

○事故防止のための基礎知識の提供                 

○事故報告書等から必要なマニュアルを作成 

○インシデントサマリに再発防止策を提案           

○事故防止マニュアルの見直し 

○GRM等による医療現場のラウンド                  

○院内の医療安全ニュースや啓発ポスターの配布 

○院外の事故情報の提供による注意喚起 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 

規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 

① 院内感染対策のための指針の策定状況 
 
    有・無 

  ・ 指針の主な内容： 

1. 院内感染対策に関する基本的な考え 
2. 院内感染対策のための委員会に関する基本的事項 
3. 院内のすべての従事者に対する院内感染対策のための研修に関する基本方針 
4. 感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
5. 院内感染発生時の対応に関する基本方針 
6. 患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 
7. 抗菌薬の適正使用に関する基本方針 
8. 院内感染対策の推進のために必要なその他の基本方針 
 

 

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 
年 12 回 

  ・ 活動の主な内容： 

1. 院内感染予防の方策及び監視に関すること 
2. 院内感染対策のガイドラインの策定及びその実施に関すること 
3. 院内感染についての教育活動に関すること 
4. 院内感染の調査に関すること 
5. 感染制御部の運営に必要な事項に関すること 
6. その他院内感染に関して委員会が必要と認める事項 
 

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 
 

年５回 

  ・ 研修の内容（すべて）： 

◆E－learningにて実施 

感染対策の基本（2023.6.28-2024.3.31） 

経口抗菌薬の適正使用（2024.1.26-2024.3.31） 

◆対面及びE－learningにて実施 

HIV/AIDSの基礎知識（対面開催日2023.10.20、E－learning 2023.11.16-2024.3.31） 

褥瘡対策研修（経口抗菌薬に関する基本的な知識） 

（対面開催日2023.12.21、E－learning 2024.1.24-2024.3.31） 

その他、新規採用者研修「感染対策の基本」 

（４月に開催。その後は随時） 

 

 

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 

 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
1. 院内感染対策マニュアルの整備及び定期的な改訂と従業者への周知 
2. 全職員を対象とした院内感染対策および抗菌薬適正使用に関する研修の実施 
3. 保健所及び医師会や地域の保険医療機関と合同での定期的な院内感染対策に関するカンファ
レンスの開催及び新興感染症の発生を想定とした訓練の実施 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 

規則第１条の 11 第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年１回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
令和5年度実施 

医療安全研修（医薬品安全管理研修 対面開催日2024.1.17、E－learning 2024.2.7-2024.3.31） 

本院の毒薬・劇薬 毒物・劇物の管理について/周術期における薬物療法の注意点 
 

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 

 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
１）医薬品の採用 ２）医薬品情報の収集・管理・提供 ３）医薬品の購入管理 

４）外来および入院患者への医薬品の供給 ５）病棟における医薬品の管理 

６）入院患者への医薬品使用 ７）ハイリスク薬の取り扱い ８）院内製剤の取り扱い 

９）外来患者への情報提供と薬学的指導 １０）外来・中央診療施設の薬品管理 

１１）放射性医薬品の安全管理・安全使用 
 

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 

 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
  消化管移植片対宿主病（GVHD）に対する経口ベクロメタゾンの使用 

  （院内高難度新規医療技術等評価委員会にて審議・承認） 

 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
未承認等の医薬品の使用の情報については調剤担当薬剤師や病棟担当薬剤師が処方鑑査で把握

する。把握した内容を副薬剤部長が集約し、医薬品安全管理責任者（薬剤部長）に適宜報告する

とともに、根拠資料（ガイドライン、文献等）を集積・保管する。 

未承認等の医薬品および採用されている医薬品全般の情報については、医薬品情報管理担当薬

剤師が添付文書の他、医薬品製造販売業者、行政機関、学術誌等から収集・管理し、必要なもの

については当該医薬品を取り扱う医療スタッフに周知する。 

医薬品安全管理責任者は、院内各部署に置く医薬品安全管理主任者（リスクマネジャーが兼務

）の立ち会いの下に定期的に院内ラウンドを実施し、医薬品安全使用のための業務の実施状況を

確認する。改善が必要と認められる事案についてはこれを指示し、結果を医療安全管理委員会に

報告する。また未承認等医薬品の情報等をふまえ、必要に応じて診療科等に注意喚起情報を周知

する。 

 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
  



 
 
 

 
 

規則第１条の 11 第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係
る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年４９回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
有効性、安全性に関する事項、使用方法、保守点検に関する事項、不具合等が発生した場合の

対応使用に関して特に法令上遵守すべき事項 

 
 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 
外観チェック、動作チェック、漏れ電流チェック、精度管理、バッテリー性能チェック 

 
 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集
その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：無 
 
 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
定期点検時の点検項目や方法の見直し 

 
 
 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 

規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 
 

 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者の統括状況 
副病院長（医療安全担当）が医療安全管理責任者として、医療安全管理部、医療安全管理委員

会、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を統括している。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（６名）・無 

 
③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 
・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

医薬品情報管理担当者が PMDA メディナビやメーカーからの情報、文献、新聞等から収集、整理

し、緊急度や周知すべき対象等に応じて、院内メールや印刷物の配布を行う。電子カルテシステム

内の医薬品情報 web 検索システムや院内業務支援ページより閲覧が可能。また病棟担当者等による

病棟勉強会や、院内の医薬品安全管理研修会での周知も定期的に行っている。 
 
・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

病棟担当および調剤担当の薬剤師が処方鑑査で、また薬剤師が常駐していない診療科等におい

てはリスクマネジャーが未承認等の医薬品の処方を把握している。対応内容は、担当副薬剤部長に

集約し、薬剤部長（医薬品安全管理責任者）に適宜報告するとともに、エクセルファイルと根拠資

料（ガイドラインや文献）をファイリングして、事例を集積している。また併用禁忌薬については

医薬品情報管理担当者が部門システムを用いて定期的にリストアップし薬剤部長に報告している。

今後は、電子カルテに JAPIC データベースを搭載し、病名からもチェックが可能なシステムを準備

中である。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種：別紙のとおり 

（所属：    、職種       ）  （所属：    、職種       ） 

（所属：    、職種       ）  （所属：    、職種       ） 

（所属：    、職種       ）  （所属：    、職種       ） 

（所属：    、職種       ）  （所属：    、職種       ） 
 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す

る規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内

容： 

医療安全管理者等による IC 監査を実施した。（年３回） 

●主な指導内容： 

  標準テンプレートを用いた IC文書の登録を行うこと 
   インフォームドコンセントの概要を電子カルテに記録すること 

 

 
 
 



 
 
 

 
⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

各診療科の監査担当医が実施した診療録監査、インフォームドコンセント監査の結果をもとに、

診療録等の管理責任者が記載状況及び内容の確認を行った。（年 6回） 

 主な指導内容：インフォームドコンセント実施時、日時や場所、同席者などの概要を経過記録へ記

載。 

 
⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（５）名、専任（２）名、兼任（１２）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（２）名、兼任（４）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（１）名 

 うち看護師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（４）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

(1) 医療に係る安全管理対策及び医療事故防止対策の企画・立案及び業務改善計画に関すること。 
(2) 医療安全管理マニュアルの作成等に関すること。 
(3) 安全管理のための教育及び研修の企画・運営に関すること。 
(4) インシデント報告及び患者の死亡若しくは死産報告の調査・分析に関すること。 
(5) リスクマネジャーとの連絡調整に関すること。 
(6) 医療事故等に係る診療録及び看護記録等の記載状況の確認・指導に関すること。 
(7) 患者及び家族等への説明等、医療事故発生時の対応状況の確認・指導に関すること。 
(8) 医療事故等に係る原因究明の確認及び指導に関すること。 
(9) 金沢大学附属病院医療安全管理委員会で用いられる資料及び議事録の作成、保存その他当該
委員会の事務に関すること。 

(10) その他医療に係る安全管理対策及び医療事故防止対策に関すること。 
 

【モニタリングの具体例】 

・入院患者に対する肺血栓塞栓症リスク評価と予防策の実施率 

・注射薬投与時の PDA 認証の実施率 

・ＲＲＴコール報告 

・病理診断レポートの未読/既読状況 

・画像診断レポートの未読/既読状況 

 
※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療
に係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 
・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（７件）、及び許可件数（７件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医

療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・

無 ） 

・活動の主な内容： 

(1) 高難度新規医療技術等の提供の適否決定に関すること。 

 (2) 高難度新規医療技術等の提供後の確認に関すること。 

(3) その他高難度新規医療技術等の提供に関すること。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 



 
 
 

 
⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 
・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（２件）、及び許可件数（１件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・

無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医

薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の

有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

(1) 高難度新規医療技術等の提供の適否決定に関すること。 

 (2) 高難度新規医療技術等の提供後の確認に関すること。 

(3) その他高難度新規医療技術等の提供に関すること。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 
・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 207 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった

ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実

及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 3,620 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

（１）医療に係る安全管理対策に関すること。 

（２）医療事故防止対策に関すること。 

（３）発生した医療事故等の原因の調査及び分析に関すること。 

（４）分析結果を活用した改善策の立案及び実施並びに職員への周知に関すること。 

（５）改善策の実施状況の調査及び当該方策の見直しに関すること。 

（６）患者が死亡若しくは死産した場合及び濃厚な処置や治療を要した事象が発生した場合の報告

の実施状況の確認に関すること。 

（７）安全管理のための教育及び研修に関すること。 

（８）その他医療に係る安全管理及び医療事故防止に関すること。 

（９）改善策の実施状況の調査等の目的のため、定期的に関係部署の巡回を行う。 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 
・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：群馬大学医学部附属病院 ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：奈良県立医科大学附属病院 ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

医療安全管理委員会の議事に関する監査について、今後は重大事案の検証や医薬品安全管理、医

療機器安全管理についても監査を受けるのが望ましいとの助言を受け、令和６年４月１８日開催

の医療安全管理委員会では、重大事案の検証や医薬品安全管理、医療機器安全管理について議論

している。 

 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 
・体制の確保状況 

患者相談室においてＧＲＭ、事務職員が相談窓口となり対応している。窓口活動については院内

にポスターを掲示しパンフレットを配置するとともに、ホームページに掲載している。 

 

 

 

 
 



 
 
 

 
⑫ 職員研修の実施状況 
・研修の実施状況 

「医療安全管理マニュアル改訂のポイント 2023」 

（対面開催日 2023.10.11、E－learning 2023.10.19-2024.3.31） 

【項目】 

医療安全管理マニュアル、外国人に対する説明・同意文書、医療スタッフマニュアル、 

インスリン自己注射の患者間違い、転倒転落、RRT、DNAR、報告書管理体制加算、 

レポート未読対策、インシデントレポート、胃ろうチューブの誤廃棄、診察券の誤返却、 

医療安全活動アワード２０２３ 

 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修
の実施状況 

・研修の実施状況 

公益財団法人日本医療機能評価機構主催の特定機能病院管理者研修に管理者、医療安全管理責任

者、医薬品安全責任者及び医療機器安全管理責任者が参加した。 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

 公益財団法人 日本医療機能評価機構による病院機能評価「一般病院３（3rdG:Ver.2.0）」を 

受審。認定承認されている。 

（認定期間 ２０２０年７月２５日 ～ ２０２５年７月２４日 ） 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

 病院ＷＥＢサイトに公開している。 

・評価を踏まえ講じた措置 

 ２０２３年３月の再審査で改善の取り組みが一定の水準に達していると判断され、認定された。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

１．人格が高潔で、学識が優れている者 

２．医師免許を有している者 

３．医療安全確保のために必要な資質・能力を有している者 

４．病院の管理運営に必要な資質・能力を有している者 

５．金沢大学附属病院の基本理念及び基本方針を確実に遂行できる者 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

   金沢大学附属病院Webサイトに掲載 

 

 

 

 

 
 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

金沢大学附属病院Webサイトに掲載 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

大竹 茂樹 金沢大学 

理事（附属病院担

当） 

○ 金沢大学附属病院長候補者選考

委員会規程第 3 条第 1 項第 1 号

に基づく学長が指名する理事 

有・無 

堀   修 金沢大学医薬保

健研究域長 

 金沢大学附属病院長候補者選考

委員会規程第 3 条第 1 項第 2 号

に基づく役職指定 

有・無 

絹谷 清剛 金沢大学医薬保

健学総合研究科

長 

 金沢大学附属病院長候補者選考

委員会規程第 3 条第 1 項第 3 号

に基づく役職指定 

有・無 

田嶋  敦 金沢大学先進予

防医学研究科長 

 金沢大学附属病院長候補者選考

委員会規程第 3 条第 1 項第 4 号

に基づく役職指定 

有・無 



 
 
 

 
杉山 和久 金沢大学医薬保

健研究域医学系

長 

 金沢大学附属病院長候補者選考

委員会規程第 3 条第 1 項第 5 号

に基づく役職指定 

有・無 

加藤 将夫 金沢大学医薬保

健研究域薬学系

長 

 金沢大学附属病院長候補者選考

委員会規程第 3 条第 1 項第 6 号

に基づく役職指定 

有・無 

宮地 利明 金沢大学医薬保

健研究域保健学

系長 

 金沢大学附属病院長候補者選考

委員会規程第 3 条第 1 項第 7 号

に基づく役職指定 

有・無 

高村 雅之 金沢大学附属病

院循環器内科長 

 金沢大学附属病院長候補者選考

委員会規程第 3 条第 1 項第 8 号

に基づく病院運営会議から選出

された診療科長 

有・無 

稲木 紀幸 金沢大学附属病

院消化管外科長 

 金沢大学附属病院長候補者選考

委員会規程第 3 条第 1 項第 8 号

に基づく病院運営会議から選出

された診療科長 

有・無 

谷口  巧 金沢大学附属病

院手術部長、集中

治療部長、麻酔部

長 

 金沢大学附属病院長候補者選考

委員会規程第 3 条第 1 項第 9 号

に基づく病院運営会議から選出

された中央診療施設等の長 

有・無 

辻  千芽 金沢大学附属病

院看護部長 

 金沢大学附属病院長候補者選考

委員会規程第 3条第 1項第 10号

に基づく役職指定 

有・無 

北村久美子 金沢大学病院部

長 

 金沢大学附属病院長候補者選考

委員会規程第 3条第 1項第 11号

に基づく役職指定 

有・無 

安田 健二 石川県医師会会

長 

 金沢大学附属病院長候補者選考

委員会規程第 3条第 1項第 12号

に基づく有識者 

有・無 

鍛治 恭介 金沢市医師会会

長 

 金沢大学附属病院長候補者選考

委員会規程第 3条第 1項第 12号

に基づく有識者 

有・無 

岡田 俊英 石川県立中央病

院長 

 金沢大学附属病院長候補者選考

委員会規程第 3条第 1項第 12号

に基づく有識者 

有・無 

 

  



 
 
 

 
 

規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の設

置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・ 合議体の主要な審議内容 

１．中期目標・中期計画に関する事項 

２．規程の制定又は改廃に関する事項 

３．予算及び執行並びに決算に関する事項 

４．自ら行う点検及び評価に関する事項 

５．その他管理運営に関する重要事項 

 

・ 審議の概要の従業者への周知状況 

金沢大学附属病院運営会議と合同開催する金沢大学附属病院医局長会議において、各診療科の

医局長や各中央診療施設等の代表者に審議内容を共有 

金沢大学附属病院の職員が閲覧できる院内専用サイトに議事要旨を掲載し周知 

 

・ 合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・ 公表の方法 

金沢大学附属病院Webサイトに掲載 

 

・ 外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

吉崎 智一    ○ 医師 病院長、臨床開発部長 

山下 太郎  医師 消化器内科長、患者サポートセンター長、肝

臓センター長、小児・成人炎症性腸疾患セン

ター長、疾病予防センター長 

篁  俊成  医師 内分泌・代謝内科長、糖尿病センター長、内分

泌センター長 

岩田 恭宜  医師 腎臓・リウマチ膠原病内科長 

矢野 聖二  医師 呼吸器内科長 

高村 雅之  医師 循環器内科長、ハートセンター長、脳卒中・心

臓病等総合支援センター長 

宮本 敏浩  医師 血液内科長、輸血部長、造血・免疫細胞療法セ

ンター長 

谷口 博昭  医師 腫瘍内科長、がんセンター長 

野村 英樹  医師 総合診療科長、総合診療部長 

小野 賢二郎  医師 脳神経内科長 

菊知  充  医師 神経科精神科長、子どものこころの診療科長 



 
 
 

 
和田 泰三  医師 小児科長、周産母子センター長 

小林  聡  医師 放射線科長、放射線部長 

高松 繁行  医師 放射線治療科長 

松下 貴史  医師 皮膚科長 

小室 明人  医師 形成外科長 

竹村 博文  医師 心臓血管外科長 

松本  勲  医師 呼吸器外科長、材料部長 

稲木 紀幸  医師 消化管外科長、金大病院ＣＰＤセンター長 

八木 真太郎  医師 肝胆膵・移植外科長、手術部長、臓器移植セン

ター長、プレコンセプションケアセンター長 

寺川 裕史  医師 乳腺外科長 

酒井 清祥  医師 小児外科長 

出村  諭  医師 整形外科長、脊椎・脊髄外科長 

溝上  敦  医師 泌尿器科長 

東出 朋巳  医師 眼科長 

杉本 寿史  医師 耳鼻咽喉科・頭頸部外科長 

山崎 玲奈  医師 産科婦人科長 

谷口  巧  医師 麻酔科蘇生科長、集中治療部長、麻酔部長、Ｍ

Ｅ機器管理センター長 

中田 光俊  医師 脳神経外科長、脳卒中センター長 

絹谷 清剛  医師 核医学診療科長、アイソトープ部長 

川尻 秀一  歯科医師 歯科口腔外科長 

八幡 徹太郎  医師 リハビリテーション科長、リハビリテーショ

ン部長 

岡島 正樹  医師 救急科長、救急部長、研修医・専門医総合教育

センター長 

池田 博子  医師 病理診断科長、病理部長 

金森  肇  医師 感染症科長、検査部長、感染制御部長 

坂井 宣彦  医師 血液浄化療法部長 

鷹取  元  医師 内視鏡センター長 

薄井 荘一郎  医師 冠動脈疾患治療部長 

渡邉  淳  医師 遺伝診療部長、遺伝医療支援センター長 

山﨑 宏人  医師 医療安全管理部長 

森山 秀樹  医師 栄養管理部長 

大坪 公士郎  医師 外来化学療法センター長 

水腰 英四郎  医師 先端医療開発センター長 

山田 圭輔  医師 緩和ケアセンター長 

竹内 伸司  医師 がんゲノム医療センター長 

川島 博子  医師 乳腺センター長 

佐野 滋彦  医師 摂食障害支援センター長 

崔  吉道  薬剤師 薬剤部長 

辻  千芽  看護師 看護部長 

長瀬 啓介  医師 経営企画部長 

北村 久美子  事務職員 病院部長 

大江 宏康   臨床検査技師 検査部臨床検査技師長 

村田  明  医師 ハートセンター 特任教授 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
・ 公表の方法 

金沢大学附属病院Webサイトに掲載 
 
・ 規程の主な内容 
病院長は本院を代表し、本院の経営及び管理運営等の業務を総括するとともに、職員等を指
揮監督する。 
病院長の任務は次のとおりとする。 
(1) 本院の運営、管理及び経営に関すること。 
(2) 診療部門長、診療科長、中央診療施設の長等の任命に関すること。 
(3) 診療科及び各中央診療施設等への人員配置に関すること。 
(4) 病院内組織の設置、廃止及び統合に関すること。 
(5) 病床、診察室等の配分及び利用形態に関すること。 
(6) 予算の院内配分に関すること。 

 

・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

副病院長は、病院長の職務を補佐する。病院長が不在のときは、あらかじめ病院長が指名し
た副病院長が、その職務を代行する。 
副病院長は、医療安全、広報・地域医療連携、診療・経営、総務・人事、臨床教育、研究、
看護のほか病院長が特に必要と認めた職務を担当する。 
病院長補佐は、病院長の指示する重要事項について、病院長を補佐する。 

 

・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

【人事】 
    ・病院長は、運営会議の構成員のうちから副病院長を指名する。 
・病院長補佐は、金沢大学の職員から、病院長が任命する。 
【研修】 
 ・日本医療機能評価機構が実施する特定機能病院管理者研修を病院長、医療安全管理責任
者、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者が受講（新任者は受講予定）して
いる。 
・厚生労働省委託事業のトップマネジメント研修に病院長が参加している。 
・国立大学病院長会議主催の病院長塾に副病院長2名が参加している。 

 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する状

況 
 

監査委員会の設置状況 有・無 

・ 監査委員会の開催状況：年２回 

・ 活動の主な内容： 

（１） 医療安全管理責任者，医療安全管理部門，医療安全管理委員会，医薬品安全管理責任者，

医療機器安全管理責任者等の業務の状況について附属病院長(以下「病院長」という。)等から

報告を求め，又は必要に応じて自ら確認を実施すること。 

（２） 必要に応じ，学長又は病院長に対し，医療に係る安全管理についての是正措置を講ずるよ

う意見を表明すること。 

（３） 前２号に掲げる業務について，その結果を公表すること。 

（４）その他医療に係る安全管理の監査に関し必要な事項 

・ 監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法：本院の Web サイトに掲載している。 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

森岡 浩一 福井大学医学

部附属病院 

○ 医療安全管理部長と

して医療安全に関す

る業務に従事してい

るため 

有・無 1 

麻生 小夜 金沢あおば法

律事務所 

 弁護士として法律に

関する専門知識に基

づき、業務を行って

いるため 

有・無 1 

和田  真由

美 

血液疾患の患

者の会「萌の

会」 

 「萌の会」の代表と

して活動し、医療を

受ける立場から意見

を述べることができ

るため 

有・無 2 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを確
保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
・ 体制の整備状況及び活動内容 
金沢大学内部監査において業務監査及び会計監査を定期的に実施しており、附属病院も対象
となっている。 
 
 
・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 

金沢大学附属病院Webサイトに掲載 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に係

る措置 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

金沢大学経営協議会において、法人の経営に関する重要事項、予算の作成・執行及び決算に関
する事項、組織及び運営の状況について自ら行う点検・評価に関する事項等を審議している。病
院担当理事及び病院長が構成員となっているほか、病院長から病院の運営状況について説明して
いる。 

・ 会議体の実施状況（ 年７回 ） 

 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年７回 ） 

 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 ・ 公表の方法  金沢大学附属病院Webサイトに掲載 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：国立大学法人金沢大学経営協議会 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

有松 育子 博報堂 DY ホールディングス 社外取締役 

元 国立教育政策研究所 所長 

元 文部科学省生涯学習政策局長 

 有・無 

大橋 徹二 コマツ取締役会長  有・無 

河田 悌一 関西大学 東京センター長 

元 日本私立学校振興・共済事業団 理事長 

元 関西大学 学長 

 有・無 

後藤 ひとみ 北海道教育大学 理事（非常勤） 

前 愛知教育大学 学長 

 有・無 

里見  進 日本学術振興会 顧問 

元 東北大学総長 

 有・無 

新保 博之 金沢市副市長  有・無 

武田 泉穂 MVP 株式会社 代表取締役  有・無 

徳田  博 石川県副知事  有・無 

原田 明久 ファイザー株式会社 代表取締役社長  有・無 

山内 雅喜 ヤマトホールディングス株式会社 参与  有・無 

渡辺 芳人 大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 分子

科学研究所 所長 

 有・無 

和田 隆志 金沢大学学長 ○ 有・無 

森本 章治 金沢大学理事（総括・大学改革・教育・情報担当）  有・無 

滝波  泰 金沢大学理事（総務・財務・施設担当）  有・無 

山岸 雅子 金沢大学理事（ダイバーシティ経営担当）  有・無 

飯山 宏一 金沢大学融合研究域長  有・無 

山本  卓 金沢大学人間社会研究域長  有・無 

松本 宏一 金沢大学理工研究域長  有・無 

堀   修 金沢大学医薬保健研究域長  有・無 

吉崎 智一 金沢大学附属病院長  有・無 



 
 
 

 
（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等

の情報提供を受け付ける窓口の状況 
 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年１件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための

方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

  全職員へメールによる周知。電子カルテの掲示板掲載による周知。 

  金沢大学附属病院業務支援システムに規程を掲載。 

  医療安全研修による周知。 

 

 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

金沢大学附属病院Webサイトにて病院の基本理念、基本方針、各診療科の案内、統計データ

等の情報発信を行っている。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

診療間の連携をスムースに推進するため、センター、チームを設置している。 

  （ハ―トセンター、小児・成人炎症性腸疾患センター、緩和ケアセンター、 

   造血・免疫細胞療法センター、糖尿病センター、内分泌センター、 

がんゲノム医療センター、乳腺センター、遺伝医療支援センター、臓器移植センター、 

   プレコンセプションケアセンター、脳卒中センター、 

脳卒中・心臓病等総合支援センター、 

   糖尿病透析予防チーム、栄養サポートチーム、緩和ケアチーム、 

   ICU早期離床・リハビリテーションチームなど） 

 

 

 

 

 


